
2014
（平成26年）

2月25日発行
第213号広報

今月号の主な内容
●「健康ポイント制度」交換状況 ２
●市政ニュース ８
●まちの話題 11
●くらしの情報  16
●豊岡の歴史（旧城崎町）　 26

写真：「とよおか作業所　餅つき交流会」（詳細は裏表紙）



広報とよおか　2014.2.25 2

　市では、「健康ポイント制度」を、豊岡市歩いて暮らすまちづくり構想を推進す
るための事業として位置付けています。
　平成25年度の、健康ポイント制度への参加状況や同ポイントの交換状況をお
知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

▲施設利用（ウェルストーク豊岡）

平成25年度
「健康ポイント制度」交換状況

～あなたの健康づくりが子どもの笑顔につながる～

　
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く
り
へ
の

動
機
付
け
と
運
動
習
慣
の
定
着
を

促
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
創
設
さ
れ
た

制
度
で
す（
平
成
23
年
8
月
）。

　

皆
さ
ん
が
行
う
健
康
づ
く
り
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
は
、
小
・
中
学
校
へ
の
寄

付
や
施
設
利
用
券
な
ど
に
交
換
で

き
ま
す
。

　

市
全
域
は
も
と
よ
り
、
市
外
か

ら
の
参
加（
市
内
在
勤
・
在
学
者
）

も
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
者
数　

2
8
8
7
人

※
参
加
者
数
の
推
移（
表
1
）参
照

※
学
校（
P
T
A
）が
参
加
申
込
み

を
取
り
ま
と
め
た
分
は
5
8
5

人（
1
月
20
日
現
在
）

〈表1〉参加者数の推移▽
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請（
平
成
26

年
度
へ
の
繰
越
希
望
を
含
む
）

①
件
数　

1
0
6
1
件

②
人
数　

7
6
6
人

③
ポ
イ
ン
ト
数　

5
8
0
万
8
3 

6
0
ポ
イ
ン
ト

▽
ポ
イ
ン
ト
の
使
途

①
寄
付
…
3
1
0
万
3
2
7
0
ポ

イ
ン
ト
/
5
9
1
件

②
利
用
券
…
1
3
2
万
4
千
ポ
イ

ン
ト
/
3
0
1
件

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

実
践
手
帳
交
付（
参
加
）状
況

ポ
イ
ン
ト
交
換
状
況（
表
2
）

3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0

H23.7末 H24.3末 H25.3末 H26.1.20

670人

1,304人

1,976人

2,887人
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▲夏休みラジオ体操

　

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
窓

口
に
あ
る
参
加
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）。

　

申
込
書
を
確
認
後
、
申
込
者
あ

て
に「
実
践
手
帳
」を
送
付
し
ま
す
。

　

市
が
指
定
し
た
対
象
事
業
を
実

施（
催
し
な
ど
に
参
加
）す
れ
ば
、

決
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

　

自
ら
が
実
践

手
帳
に
記
録
し
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
声
掛
け
で
、
区
長

会
や
老
人
会
な
ど
が
、
区
民
な
ど

に「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」へ
の
参

加
や
獲
得
ポ
イ
ン
ト
増
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
健
康
づ
く
り
へ
の
参
加

の
ほ
か
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、

運
動
会
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

通
し
て
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
取
組

み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
声
掛
け
で
、
区
長

会
や
老
人
会
な
ど
が
、
区
民
な
ど

に「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」へ
の
参

加
や
獲
得
ポ
イ
ン
ト
増
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
健
康
づ
く
り
へ
の
参
加

の
ほ
か
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、

運
動
会
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

通
し
て
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
取
組

み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈表2〉ポイント交換状況および獲得種別

区分 申請者数
ポイント数

計 平均 最高歩キング 健康づくり 前年度の繰越
①平成23年度 131人 414,160 115,260 298,900 0 3,162 10,260

②平成24年度 353人 3,056,620 1,348,430 1,705,250 2,940 8,659 32,060

③平成25年度 766人 5,808,360 2,438,210 2,778,250 591,900 7,583 37,630

比較（②/①） 2.7倍 7.4倍 11.7倍 5.7倍 2.7倍 3.1倍

比較（③/①） 5.8倍 14.0倍 21.2倍 9.3倍 2.4倍 3.7倍

事
例
紹
介

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
取
組

み
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
！

③
繰
越
…
1
3
8
万
1
0
9
0
ポ

イ
ン
ト
/
1
6
9
件

※
寄
付
分
は
10
ポ
イ
ン
ト
1
円
で

換
算
し
、
各
小
・
中
学
校
な
ど

に
、
報
償
金
と
し
て
贈
呈
す
る

（
学
校
な
ど
へ
の
寄
付
申
請
期

限
は
毎
年
12
月
末
）。

※
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
に
複
数
の
使

途
を
選
択
す
る
方
が
い
る
た
め
、

申
請
件
数
が
申
請
者
数
を
上

回
っ
て
い
る
。

▽
ポ
イ
ン
ト
獲
得
種
別

　

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る
種
別

は
、「
歩あ

る

キ
ン
グ
」と「
健
康
づ
く

り
」に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
。

　

参
加
者
の
拡
大
と
と
も
に
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
申
請
も
著
し

い
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
の
23
年
度
と
比
較
す
る

と
、
平
成
25
年
度
の
交
換
申
請
者

数
は
5
・
8
倍
、
ポ
イ
ン
ト
数
は

14
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
交
換
事
例（
利
用
券
）…
市
の
指

定
す
る
運
動
施
設
や
温
泉
施
設

の
利
用
券
な
ど
と
交
換

①
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡（
都
度

利
用
：
全
施
設
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
＋
温
浴
施
設
、プ
ー
ル
）

②
日
高
東
部
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー（
都
度
利

用
：
プ
ー
ル
施
設
、

ト
レ
ー
ニン
グ
施
設
）

③
出
石
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
（
プ
ー
ル
）

④
温
泉
入
浴
券　

大
人（
4
種
： 

8
0
0
円
、
6
0
0
円
、
5
0 

0
円
、
4
0
0
円
）

ど
う
す
れ
ば

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

参
加
で
き
る
の
？

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
な
が
ら

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う
！

TICKET
有効期限

（
対
象
事
業
の
例
）

・
歩
キ
ン
グ
の
目
標
達
成

・
健
診
な
ど
、
市
主
催
の
健
康
事

業
や
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加

・
市
の
指
定
す
る
運
動
施
設
の
利

用
・
健
康
に
関
連
し
た
市
の
事
業
な

ど
へ
の
参
加

▲実践手帳

▲すこやか市民健診の受診 ▲玄さん元気教室（岩中区）

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
の
？
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毎
年
か
け
が
え
の
な
い
命
が

「
自
殺
」と
い
う
形
で
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
数
は
、
交
通
事
故
死

の
約
7
倍
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
豊
岡
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

自
殺
の
多
く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
問
題
を
一
人
で
抱
え
る
う

ち
に
、
心
理
的
に「
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」で
す
。

　

身
近
に
、
悩
み
や
問
題
を
一
人

で
抱
え
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
に
大
切
な
の
は『
気
付
き
』『
声

を
掛
け
』『
必
要
な
と
こ
ろ
へ
つ
な

ぎ
、
見
守
る
』こ
と
で
す
。

1
気
付
く
　

　

ま
ず
は
声
を
掛
け
よ
う

　

〜「
ど
う
し
た
の
？
」か
ら
始
め

よ
う

2
傾
聴
　

　

本
人
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
よ
う

　
〜
ポ
イ
ン
ト
は「
受
容
」と「
共
感
」

3
つ
な
ぐ
　

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
う
な
が
そ
う

4
見
守
る
　

　

温
か
く
寄
り
添
お
う

　
〜
あ
せ
ら
ず
に
見
守
ろ
う

①
し
っ
か
り
睡
眠

　

↓
睡
眠
は
疲
れ
た
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
回
復
さ
せ
ま
す

②
3
食
食
べ
よ
う

　

↓
み
ん
な
で
囲
む
食
卓
は
心
の

栄
養

③
適
度
な
運
動

　

↓
体
を
動
か
す

と
気
分
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
！

④
ゆ
っ
た
り
入
浴

　

↓
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
た
り

の
ん
び
り

⑤
上
手
に
気
分
転
換

　

↓「
笑
い
」「
趣
味
」「
遊
び
」も
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う

《
申
込
み・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24
1
1
2
7

FAX　
24
9
6
0
5

　

年
を
重
ね
て
も
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
は
、
足
腰
の
衰
え
を

防
ぎ
、
し
っ
か
り
か
ん
で
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

か
ら
だ
を
ま
る
ご
と
元
気
に
す

る
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

一
般
の
成
人
や
高
齢
者

で
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
方

▽
内
容　

健
康
講
話
、
運
動
実
技
、

体
力
測
定
、
お
口
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
、
調
理
実
習
な
ど

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
参
加
費　

5
0
0
円（
6
回
分
）

▽
定
員　

各
会
場
先
着
20
人
程
度

※
会
場
・
日
程
は
、
下
表
か
ら
希

望
の
会
場（
一
カ
所
）を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

3
月
10
日（
月
）〜

31
日（
月
）

《
申
込
み・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24
1
1
2
7

FAX　
24
9
6
0
5

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
こ
こ
ろ

の
専
門
家
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

家
族
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
※
予
約
制

平成26年度こころのケア相談・こころの相談室の日程
　<場所>豊岡健康福祉施設

《こころのケア相談　精神科医師》
５月８日（木）７月17日（木）９月11日（木） 相談時間

13：30～16：3011月13日（木）１月８日（木）３月12日（木）
《こころの相談室　臨床心理士・保健師》

４月17日（木）５月15日（木）６月20日（金）
相談時間

13：00～16：00
７月18日（金）８月22日（金）９月12日（金）
10月17日（金）11月21日（金）12月19日（金）
１月23日（金）２月20日（金）３月20日（金）

こ
こ
ろ
を
元
気
に
保
つ

　
　
　
　
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

か
ら
だ
ま
る
ご
と
元
気
塾

3
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す

「
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

　
　
〜
気
付
く
・
つ
な
ぐ
・
見
守
る
〜
」

会場 介護予防とは
体力測定・運動

口腔機能テスト
栄養バランスの話

口腔ケアの話
栄養満点料理実習

お口の体操
カミカミ料理実習

継続の効果
お家でできる体操

口腔機能テスト
生活習慣の振り返り

豊岡 ４月15日（火） ５月13日（火） ６月10日（火） ７月15日（火） ８月19日（火） ９月16日（火）
城崎 ４月21日（月） ５月19日（月） ６月16日（月） ７月14日（月） ８月18日（月） ９月22日（月）
竹野 ４月18日（金） ５月16日（金） ６月13日（金） ７月18日（金） ８月22日（金） ９月19日（金）
日高 ４月11日（金） ５月９日（金） ６月６日（金） ７月11日（金） ８月８日（金） ９月12日（金）
出石 ４月14日（月） ５月12日（月） ６月９日（月） ７月７日（月） ８月４日（月） ９月８日（月）
但東 ４月９日（水） ５月14日（水） ６月11日（水） ７月９日（水） ８月６日（水） ９月10日（水）
〈会場〉 豊岡：豊岡健康福祉施設、城崎：城崎地区公民館、竹野：竹野地区公民館
 日高：日高健康福祉センター、出石：出石健康福祉センター、但東：合橋地区公民館
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年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
、
市
民
課
市
民

係
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
退
職
な
ど
の
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
日

本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
、
受

給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）へ

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第
1

号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は
勤

務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
の
基
礎
年
金
番
号
は
、

公
的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職

や
退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る

20
歳
以
上
の
方
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
年
金
手
帳
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

届
出
先
は
、

市
民
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福

祉
係
で
す
。

■
学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
た
方
へ

　

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
就
職
し
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年

度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
経
過
年
数

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
詳
細
や
追
納
の
申
請
は
、

豊
岡
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料（
定
額
）は
、
月
額
1
万
5
2
5 

0
円（
付
加
保
険
料
4
0
0
円
）に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
定
に
伴
い
、
前
納
保
険

料
も
左
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
6
カ
月
・
1
年
・

2
年
前
納
は
2
月
28
日（
金
）ま

で
の
受
付
で
す
。

会
社
な
ど
に
就
職
す
る
方
、

退
職
す
る
方
な
ど
の
届
け
出

平
成
26
年
度
の
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
3
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
3
月
3
日
、
10
日
、
17
日
、
24

日
、
31
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

■前納の保険料表
納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金支払い（月々） 15,250円 91,500円 183,000円 370,080円

現金支払（前納）
クレジット納付（前納）

［割引額］
１カ月前納は
ありません

90,760円
［740円］

179,750円
［3,250円］

２年前納は
ありません

口座振替（前納）
［割引額］

15,200円
［50円］

90,460円
［1,040円］

179,160円
［3,840円］

355,280円
［14,800円］

届け出が必要なとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき
（20歳以上60歳未満の厚生年金・共済
年金加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者

・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書
・雇用保険の退職を
　証明する書類

・配偶者に扶養されていたが、配偶者
が厚生年金、共済年金をやめたとき 第３号被保険者

↓
第１号被保険者

・印鑑
・年金手帳
・資格喪失証明書・厚生年金・共済年金加入者の扶養配

偶者本人の見込み年収額が130万円
以上になるとき
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　

豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　

第
18
回
は
3
月
12
日（
水
）

1
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

13
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

3
人

・
参
加
総
数

：

1
3
1
人

◆
事
業
所
の
方
も
個
人
の
方
も
、

ぜ
ひ
、
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

◆
一
般
の
部

こ
の
家
は
老
夫
婦
に
は
広
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
因
伯
兎
）

も
っ
た
い
な
い
も
っ
た
い
な
い
と

食
べ
過
ぎ
る　
　
　
　
（
谷
向
淑
）

勿
体
な
い
喰
っ
て
呑
ん
で
又
肥
え

る　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
村
昇
）

も
っ
た
い
な
い
あ
な
た
の
意
識
い

つ
ま
で
も　
　
　
　
（
谷
元
博
樹
）

風
呂
水
は
半
分
だ
け
と
風
邪
を
ひ

き　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
太
郎
）

捨
て
き
れ
ず
カ
ビ
は
え
る
ま
で
冷

蔵
庫　
　
　
　
　
（
丹
内
恵
美
子
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
し
て
ま
す
歩
き

ま
す　
　
　
　
　
　
（
近
本
洋
子
）

も
っ
た
い
な
い
残
し
た
給
食
ゴ
ミ

に
な
る　
　
　
　
（
近
本
礼
三
郎
）

エ
コ
エ
コ
と
自
分
の
た
め
に
歩
き

ま
し
ょ　
　
　
　
　
　
（
辻
貞
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

あ
れ
こ
れ
と
た
め
た
結
果
が
ム
ダ

の
山　
　
　
　
　
　
（
橋
立
空
子
）

む
だ
な
水
じ
ゃ
ぐ
ち
を
ひ
ね
り
と

め
ま
し
ょ
う　
　
（
濱
上
菜
々
花
）

ゴ
ミ
た
ち
は
分
別
場
所
を
求
め
て

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

食
べ
の
こ
し
捨
て
る
な
ん
て
も
っ

た
い
な
い　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

第
二
期
社
会
実
験
開
始
か
ら
10

カ
月
間
の
利
用
実
績
は
、
第
一
期

の
同
期
と
比
較
し
て
約
1
万
9
千

人
増
の
9
万
1
7
3
5
人
で
、
目

標
に
対
し
て
は
91
・
0
パ
ー
セ
ン

ト
の
達
成
率
で
し
た
。
特
に
1
月

は
、
昨
年
8
月
に
続
く
2
度
目
の

目
標
達
成
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

高
校
生
の
定
期
利
用
が
伸
び
続
け

て
い
る
こ
と
と「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」や
、
年
末
年
始
に
開

催
さ
れ
た「
神か

み

鍋な
べ

フ
ェ
ア
ー
」な
ど

の
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
が
主
な
要

因
で
す
。

　
地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
に
つ
い
て
、
第
二
期
の
取
組
み
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
　
☎
23

1
7
1
2

　

市
は
、
運
行
事
業
者
と
共
に
、

各
区
長
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
清

滝
・
西
気
地
区
を
対
象
に
、
沿
線

地
区
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
実
績
や
利
用
分

析
の
報
告
の
ほ
か
、
社
会
実
験
の

意
義
を
再
度
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
各
区
や

関
係
団
体
で
の
利
用
促
進
の
取
組

み
が
更
に
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

【
沿
線
地
区
報
告
会
】

▽
11
月
24
日
〜
1
月
12
日
の
間

　

計
9
日
間

▽
全
14
区

▽
対
象
世
帯
数　

約
7
0
0
世
帯

4

－

1
月
の
利
用
実
績

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
は
〜

　

利
用
実
績
は
、
大
き
く
伸
び
て

き
て
い
る
も
の
の
、
年
間
利
用
目

標
の
12
万
1
千
人
達
成
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

社
会
実
験
の
成
功
に
は
、
一
人

で
も
多
く
の
方
の
参
加
が
、
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
「
社
会
実
験
の
取
組
み
に
参
加

し
て
い
な
い
」と
答
え
た
方
が
、

一
人
で
も
多
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
後
も
さ
ら
に
社
会

実
験
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
ま
す
。

ま
た
、「
区
ご
と
に
利
用
目
標
を
設

定
す
る
な
ど
、
区
を
挙
げ
た
乗
車

運
動
」に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
も
必
要
で
す
。

　

第
二
期
の
社
会
実
験
は
3
月
末

で
終
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

9
月
末
ま
で
上
限
2
0
0
円
バ
ス

と
し
て
運
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
二
期
の
社
会
実
験
の

検
証
を
行
っ
た
上
で
、
10
月
以
降

の
運
賃
を
含
め
た
運
行
方
法
を
方

向
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
貴

重
な
公
共
交
通
を
持
続
可
能
な
形

で
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
4
月

以
降
も
利
用
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

社
会
実
験
の
取
組
み
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

利
用
促
進
の
輪
が

さ
ら
に
拡
大
中
で
す
！

4
月
以
降
の
運
行
・
利
用
促
進

沿線地区報告会では、
状況を詳細に報告

神鍋フェアーの様子

地元発キャンペーン継続中

目標と利用実績の比較
（10カ月時点比較）

目標

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0 H23.10－H24.7
（第 1期）

H25.4－H26.1
（第 2期）

100,835人

72,678人
（72.1％）

91,735人
（91.0％）
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こ
れ
か
ら
の

環
境
経
営
に
取

り
組
む
市
内
事

業
者
を
対
象
に
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
制
度
概

要
や
認
証
取
得
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

4
月
9
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

6
階

豊
岡
商
工
会
議
所
会
議
室（
大

磯
町
）

▽
内
容　

制
度
概
要
、
取
組
方
法
、

メ
リ
ッ
ト
、
個
別
相
談
な
ど

▽
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
講
師

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
地
域
事
務

局
ひ
ょ
う
ご
E
M
S
支
援
セ
ン

タ
ー　

山
本　

茂
さ
ん

・
株
式
会
社
ク
ー
ヴ　

吉
田
圭
介

さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
主
催　

豊
岡
市
、
豊
岡
商
工
会

議
所
、
豊
岡
市
商
工
会

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取

得
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
こ
の

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

導
入
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
て
、「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
認
証
取

得
支
援
講
座

（
無
料
）」に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

講
座
は
全
4
回（
4
・
5
・
6
・

7
月
、
1
回
3
時
間
程
度
）で
す
。

◆
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
と
は

　

全
て
の
事
業
者
が
、
環
境
へ
の

取
組
み
を
効
果
的
、
効
率
的
に
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
環
境
省
が
策

定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

①
環
境
に
取
り
組
む
仕
組
み
作
り

②
取
組
み
の
実
施

③
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
改
善

④
そ
の
結
果
を
社
会
に
公
表
す
る

方
法

が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

認
証
・
登
録
制
度

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
取

り
組
む
事
業
者
を
審
査
し
、
認

証
・
登
録
す
る
制
度
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
環
境
経
済

課
☎
23

4
4
8
0

　

FAX　
22

3
8
7
2

第５回市民エコポイント抽選会
◇日時　３月23日（日）
　　　　午前10時30分～午後３時
◇場所　豊岡稽

けい

古
こ

堂１階（市役所本庁舎前、中央町）
◇内容　市民エコポイント10ポイントで１回抽選
　　　　できます（空くじなし）。
【主な商品および右側記載は協賛企業名、敬称略】
・電動アシスト自転車〔㈲アルタナティバ〕
・遮熱塗料のお試し施行〔㈱北近畿緑地建設〕
・豊岡製オーガニックコットンバッグ〔㈱ウノフク〕
・「豊岡市マスコット」をあしらった玄関マット、
健康サプリメント、天然油脂石鹸と化粧品セッ
ト、スパイスセット〔㈱カネカ〕

・高級木製ハンガー〔中田工芸㈱〕
・伊賀焼　直火炊飯土鍋〔豊岡エネルギー㈱〕
・家庭用生ごみ処理器〔㈲エコ・クリーン〕
・備長炭とトルマリンの健康肌着〔㈱絆工房〕
・特急バス乗車券（往復）、豊岡ノーマイカーデー
フリーチケット〔全但バス㈱〕

・苅草土壌改良剤〔㈲うりた重機興業〕
・但馬牛（すき焼き用）、コロッケとメンチカツセッ
ト〔㈲但馬ビーフはまだ〕

・城崎マリンワールド　ペア入園券〔日和山観光㈱〕
・出石そば〔㈲いずし麺業〕
・コウノトリ育むお米〔JAたじま〕
・ミニ黒板〔㈱コンゴープロダクツ〕
・ジオカヌー体験無料券〔北前館〕
・LED キューブフラワー（生花）〔㈲大谷建設〕

・どぶろく「八平達磨」〔農家民宿　八平だるま〕
・LEDランタン〔㈱長谷川電機〕
・城崎スイーツCO・CO・rO「コウノトリ育む米」
の焼き菓子〔城崎スイーツChaya〕
・生もと吟醸純米　香住鶴〔香住鶴㈱〕
・兵庫豊岡こうのとりのお米〔豊岡エコファーマーズ〕
・オリジナルお弁当箱・ランチクロス〔㈱伊藤園〕
・ジビエ料理（鹿肉）お食事券〔㈱日高振興公社〕
・二方蒲鉾　詰め合わせ〔二方蒲鉾㈱〕
・自然に優しいせっけん　コメサボン〔moko〕
・楽農や～玉ねぎ入りウインナー〔㈱Teams〕
・ラスク〔ブーランジュリーモン〕
・太陽光で動くおもちゃ〔㈱キヅキ商会〕
・コウノトリコウちゃんのミニカステラ〔とよお
か作業所　郷・とーぷ〕
・バーベキュー用白炭、木酢液〔神鍋白炭工房〕
・竹パウダー〔㈱谷垣組〕
・こうのとり丼（海鮮丼）〔㈱おけしょう鮮魚〕
・こうのとり生姜商品〔中筋生きがいクラブ〕
・コウノトリのクッキング米粉〔丸萬中源㈱〕
・７年間保存の非常食〔㈱SUNWEST〕
・クリームコロッケ〔㈱さんれいフーズ〕
・クリタマ〔㈱西垣養鶏場〕
・トイレットペーパー「兵庫の紙」〔西日本衛材㈱〕
・市内温泉入浴券〔各温泉管理者〕
・デジタルカメラ、折りたたみ自
転車、玄さんグッズ、資源ごみ
袋など　多数

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施して
います。抽選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。《問合せ》環境経済課☎23-4480

※市民エコポイントへの交換は、当日、会場でも可能です。
※当日は、薪ボイラーの展示・実演やコウノトリ育むお米を使ったスイーツが販売されます。

ポイントのない方も気軽に立ち寄ってください。

みんなで取り組もう
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本
市
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）と
、
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
な
ど

日
本
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
、「
夢
先
生
」と
し
て
市
内
小
学

校
の
教
壇
に
立
ち
、「
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
精
神
」や「
夢
を
持
つ
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
」、「
そ
れ
に
向
か
っ
て

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」な
ど

を
子
ど
も
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
縁
か
ら
、「
日
本
サ
ッ
カ

　

1
月
25
日
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、

第
6
回「
ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
、

市
立
39
小
・
中
学
校
が
、
地
域
の

方
々
か
ら
受
け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
学
校
支
援
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
」こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
中
筋
・
港
東
・
城
崎
・

中
竹
野
・
日
高
・
弘
道
小
学
校
と

豊
岡
南
・
城
崎
中
学
校
が
発
表
し

ー
を
応
援
す
る
自
治
体
連
盟
」に
、

本
市
も
加
盟
し
ま
し
た
。（
全
国

2
7
5
自
治
体
が
加
盟
）

　

同
連
盟
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に
向

け
た
気
運
の
醸
成
の
た
め
、Ｊ
Ｆ
Ａ

の「
夢
を
力
に
2
0
1
4
」プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
※
）に
協
力
し
て
い
ま
す
。

※　

夢
を
力
に
挑
戦
し
続
け
る
選

手
ら
の
精
神
を
多
く
の
人
と
共

有
し
、
日
本
中
を
希
望
や
勇
気
、

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
す
る
活
動

ま
し
た
。
約
2
8
0
人
が
来
場
し
、

児
童
や
生
徒
と
地
域
の
方
々
と
の

多
彩
な
活
動
事
例
発
表
に
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
20
日
、
宮
城
県
本
吉
郡
南

三
陸
町
の
佐
藤　

仁じ
ん

町
長
が
来
訪

し
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
、
中
貝
市
長
に
東

日
本
大
震
災
に
対
す
る
復
興
支
援

の
お
礼
を
述
べ
た
後
、「
今
年
が
復

興
の
正
念
場
で
あ
り
、
町
民
に
し

っ
か
り
と
復
興
の
姿
が
見
え
る
よ

う
努
力
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

豊
岡
市
か
ら
、
継
続
し
た
職
員
の

派
遣
を
お
願
い
し
た
い
」と
、
継

続
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
復
興
の
形
が
見

え
て
く
る
と
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
。
南
三
陸
町

の
復
興
の
た
め
、
継
続
し
て
職
員

を
派
遣
す
る
」と
伝
え
ま
し
た
。　

　

本
市
は
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
、

南
三
陸
町
の
上
下
水
道
事
業
所
へ

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年

3
月
末
で
派
遣
期
間
満
了
で
す
が
、

さ
ら
に
4
月
か
ら
1
年
間
、
新
た

な
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

【
南
三
陸
町
の
状
況
等
】

○
南
三
陸
町
は
、
東
日
本
大
震
災

で
、8
0
0
人
を
超
え
る
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
、
中
心
部

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

○
平
成
23
年
12
月
策
定
の
震
災
復

興
計
画
に
基
づ
き
、
全
国
の
自

治
体
か
ら
約
1
0
0
人
の
職
員

派
遣
を
受
け
な
が
ら
、
復
興
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

【
豊
岡
市
の
そ
の
他
の
支
援
】

○
緊
急
消
防
援
助
隊（
消
防
職
員

延
べ
1
1
2
人
）、
関
西
広

域
連
合
要
請（
行
政
職
員
延
べ

4
7
8
人
）職
員
派
遣

○
市
民
等
か
ら
の
義
援
金
・
支
援

金
・
支
援
物
資（
バ
ッ
グ
等
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行

○
被
災
地
応
援
・
支
援
ツ
ア
ー

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
補
助
事
業

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
１
月
】

14
日
・
韓
国
慶き

ょ
ん

州じ
ゅ

市
訪
問
団
来
訪

　
　
　
（
〜
16
日
）

　
　

・「
１
・
17
」メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー

　
　
　

防
災
教
育（
〜
23
日
）

16
日
・
豊
岡
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ

ザ
イ
ン
事
業
報
告
会

17
日
・
市
民
安
全
確
保
推
進
会
議

20
日
・
南
三
陸
町
長
来
訪

　
　

・
森
本
中
学
校
統
合
検
討
委

員
会
か
ら
報
告
書
提
出

22
日
・
カ
ネ
カ
堀
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
竣
工
式

　
　

・
新
田
小
学
校
児
童
豊
岡
市

環
境
経
済
認
定
事
業
企
業

見
学

25
日
・
〜
市
長
と
語
る
〜
女
性

い
き
い
き
ト
ー
ク（
2
月

6
・
9
・
17
・
18
日
）

　
　

・
ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

27
日
・
宇
宙
教
育
出
前
授
業（
〜

28
日
）

30
日　

没
後
30
年「
植
村
直
己
」小

冊
子
発
行

【
2
月
】

１
日
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
授
業

3
日
・
健
康
づ
く
り
講
演
会

10
日
・
豊
岡
市
冬
の
美
術
館（
〜

21
日
）

　
　

・
第
3
次
豊
岡
市
行
政
改
革

　
　
　

大
綱
委
員
会
案
答
申

▲佐藤　仁町長（右）と中貝市長が
懇談

▲弘道小学校の発表の様子

〜「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
協
定
を
受
け
て
〜

日
本
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
す
る
自
治
体
連
盟
へ
加
盟

〜
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
〜

ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

〜
豊
岡
市
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
を
続
け
ま
す
〜

南
三
陸
町
長
が
復
興
支
援
の
お
礼
に
来
訪
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そ
れ
、
何
?
と
い
う
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
人
気
グ
ル

ー
プ
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
歌
の
題
名
で

す
。
歌
に
振
り
つ
け
ら
れ
た
ダ
ン

ス
を
会
社
や
役
所
、
地
域
の
人
々

な
ど
が
少
し
ず
つ
踊
り
継
い
で
い

き
、
そ
の
様
子
を
ネ
ッ
ト
上
で
流

す
、
と
い
う「
恋
チ
ュ
ン
動
画
」が

全
国
で
大
は
や
り
で
す
。

　

1
月
下
旬
に
公
開
さ
れ
た「
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」版
で
は
、

3
市
3
町
3
府
県
の
職
員
を
始
め
、

鳥
取
環
境
大
学
の
学
生
、
県
立
大

学
の
教
授
、
豊
岡
高
等
学
校
の
生

徒
、
玄
武
洞
ガ
イ
ド
、
城
崎
温
泉

に
来
て
い
た
外
国
人
カ
ッ
プ
ル
、

但
馬
牧
場
公
園
の
牛
な
ど
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
が
登
場
し
て
い
ま

す
。
海
中
で
踊
る
ダ
イ
バ
ー
も
い

ま
す
。

　

豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
バ
ー
ジ

ョ
ン
は
さ
ら
に
凝
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
正
副
会
長
、
事
務
局
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
ば
屋
、
喫
茶
店
、
花

屋
、
ス
ー
パ
ー
、
美
容
院
、
ホ
テ

ル
、
民
宿
、
漁
船
、
精
肉
店
、
米

穀
店
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
々
、

実
に
多
彩
な
人
々
が
踊
り
継
い
で

い
ま
す
。N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
選
手
や
空
手
少
年
ら

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー
は
、
吹
雪
の
玄
武
洞
で
子

ど
も
た
ち
と
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

圧
巻
は
、
成
人
式
会
場
の
約

8
0
0
人
の
新
成
人
、
教
育
委
員

長
、
教
育
長
、
市
長
ら
の
場
面
で

す
。
収
録
で
は
、
会
場
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
商
工
会
版

は
、
2
月
中
旬
段
階
で
4
万
回
以

上
見
ら
れ
て
い
ま
す
。「
あ
ー
、
私

も
出
た
か
っ
た
」と
い
う
声
を
あ

ち
こ
ち
で
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
2
つ
の
恋
チ
ュ
ン
動
画
は
、

私
た
ち
の
ま
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、一
目
瞭
然
、教
え
て
く
れ

ま
す
。
私
た
ち
に
は
仲
間
が
い
る
、

そ
ん
な
実
感
を
持
た
せ
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
自
分
の
ま
ち
へ
の
愛

着
が
し
み
じ
み
と
湧
い
て
き
ま
す
。

な
ん
て
素
敵
な
ま
ち
な
ん
だ
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、

事
務
局
職
員
が「
踊
っ
て
つ
な
ぐ

ぞ
!
」と
叫
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

と
お
り
で
す
。
が
、
つ
な
が
っ
た

の
は
踊
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
々
の
心
も
ま
た
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー 76

　

1
月
17
日
、
本
市
に
拠
点
を
置

く
社
会
人
野
球
チ
ー
ム「
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」の
代

表
理
事
を
務
め
る
野
茂
英
雄
さ
ん

が
、
野
球
殿
堂
入
り
し
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
記
者
会
見
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日

高
町
名
色
）で
開
催
さ
れ
る
少
年

野
球
大
会「
N
O
M
O　

C
U
P
」

の
た
め
に
来
訪
し
て
い
た
野
茂
さ

ん
は「
野
球
を
や
り
た
い
よ
う
に

や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
家
族
を
含

め
た
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ

で
す
。
そ
れ
が
殿
堂
入
り
と
い
う

結
果
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
関
し
て
は
、「
豊
岡
の

方
々
に
は
、
す
ご
く
良
く
し
て
い

た
だ
き
、
地
元
の
方
々
の
助
け
も

あ
っ
て
チ
ー
ム
も
う
ま
く
1
年
目

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
野
茂
英
雄
さ
ん

の
野
球
殿
堂
入
り
は
大
変
う
れ
し

く
、
興
奮
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
野

球
を
志
す
若
者
に
、
ま
た
一
つ
大

き
な
夢
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
大
な
功
績
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
」と
喜
び
ま
し
た
。

　

2
月
1
日
、
地
元
就
職
に
関
す

る
授
業
を
、
近
畿
大
学
附
属
豊
岡

高
等
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
本
市

は
、
大
学
生
の
地
元
就
職
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
卒
業
生
の
地

元
就
職
を
推
進
す
る
同
校
か
ら
打

診
さ
れ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

授
業
で
は
、
同
校
Ｏ
Ｂ
で
地
元

企
業
に
勤
務
す
る
佐
々
木
一
彦
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
大
学
に
進
学

す
る
生
徒
と
保
護
者
70
人
に
、
就

職
活
動
で
の
経
験
談
や
、
地
元
就

職
を
選
択
し
た
経
緯
を
語
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
元
の
中
小
企
業

へ
の
就
職
は
、
会
社
の
運
営
に
参

画
し
や
す
い
、
地
域
に
密
着
し
た

仕
事
が
多
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る

こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
職
員
が
、
地
元
就
職

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、
人
材
を
求
め

る
市
内
企
業
の
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
は「
中
小
企
業
と
大
企
業

の
違
い
を
初
め
て
知
っ
た
。
就
職

〜
市
と
学
校
の
取
組
み
が
マ
ッ
チ
ン
グ
〜

地
元
就
職
の
授
業
を
近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
等
学
校
で
実
施

〜
史
上
最
年
少
の
45
歳
４
カ
月
で
候
補
者
と
な
り
、そ
の
１
年
目
に
決
定
〜

野
茂
英
雄
さ
ん
が
野
球
殿
堂
入
り▲野球殿堂入りが決まり、

記者会見する野茂英雄
さん▲佐々木一彦さんの授業の様子

活
動
に
役
立
て
た
い
」「
地
域
で
の

仕
事
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
」

な
ど
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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地
域
に
密
着
し
、
野
球
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
に
元
気
を
与
え
る
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

妻つ
ま

鳥ど
り

哲て
つ

也や

さ
ん（
22
歳
）城
崎
町
湯
島

勝
つ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
作
り
、

地
域
に
恩
返
し
が
し
た
い
！チームメイトとタッチ

野
球
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
教
室
で
は
、
目
を
き
ら
き
ら

さ
せ
て
、
楽
し
く
野
球
を
し
て
い

る
子
が
多
く
、
う
れ
し
く
な
り
ま

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
参
加
し
ま

す
。
他
の
参
加
者
と
一
緒
に
踊
っ

た
り
、「
下
駄
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」と

い
う
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
た
り
し
て
、

ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。「
地
域
の
方
々
の
応

援
は
力
に
な
り
ま
す
。
僕
た
ち
ク

ラ
ブ
が
試
合
で
勝
つ
こ
と
が
一
番

の
恩
返
し
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

豊
岡
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

近
い
将
来
目
指
す
こ
と

　
「
ク
ラ
ブ
の
目
標
は
、
都
市
対

抗
野
球
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
本

選
に
出
る
こ
と
。
常
に
勝
て
る
ク

ラ
ブ
に
し
た
い
で
す
。
個
人
と
し

て
は
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
今
年
で

3
年
目
で
、
勝
負
の
年
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

ク
ラ
ブ
が
良
い
成
績
を
収
め
た
上

で
、
再
度
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
受
賞

で
き
れ
ば
」と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

妻
鳥
さ
ん
は
、
毎
日
午
前
6
時

30
分
に
起
床
し
、
午
前
7
時
30
分

に
は
球
場
に
向
か
う
バ
ス
に
乗
り

込
み
ま
す
。
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
1
時
30
分
ま
で
練
習
を
行

い
、
午
後
2
時
30
分
に
旅
館
に
戻

り
、
昼
食
を
と
り
ま
す
。
そ
の
後
、

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

午
後
4
時
か
ら
旅
館
で
働
き
ま
す
。

夕
食
は
午
後
9
時
ご
ろ
。
就
寝
前

に
、
室
内
練
習
場
で
バ
ッ
ト
を
振

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

休
日（
平
日
の
1
日
ま
た
は
2

日
）は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
食
事

や
買
い
物
に
出
掛
け
た
り
し
て
気

分
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
、
地
域
、

 

旅
館
へ
の
思
い

　

旅
館
で
は
、
調
理
場
の
方
が
作

っ
た
料
理
を
仲
居
さ
ん
に
届
け
る

〝
中な

か

番ば
ん

〞と
い
う
仕
事
を
担
っ
て
い

る
妻
鳥
さ
ん
。
1
年
が
経
ち
、
よ

う
や
く
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
旅
館
に
は
、
働
か
せ
て
も
ら
っ

て『
あ
り
が
た
い
』と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
感
謝
を
述

べ
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
、
地
域
に
貢
献
す
る

た
め
、
市
内
で
定
期
的
に
野
球
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
妻
鳥
さ

ん
も
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
ま

す
。「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ま
ず

　

2
0
1
3
年
度
の
県
社
会
人
野

球
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
、
Nノ

モ

O
M
O

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ

テ
ン　

妻
鳥
哲
也
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
妻
鳥
さ
ん
は「
選
ば

れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

出
身
は
大
阪
府
交か

た

野の

市
。
妻
鳥

さ
ん
が
野
球
を
始
め
た
の
は
、
小

学
1
年
生
。「
3
歳
上
の
兄
が
野
球

を
し
て
い
た
」こ
と
が
影
響
し
て

い
ま
す
。
両
親
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
一
家
に

育
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

元
気
が
よ
く
、
体
も
大
き
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
に
入
っ
た
の
は
、
19
歳
の
と
き
。

中
学
時
代
の
コ
ー
チ
に
紹
介
さ
れ
、

ク
ラ
ブ
の
練
習
に
参
加
し
た
と
き

に
、
清
水
監
督
の
目
に
留
ま
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
代
表
理
事
の
野
茂
英

雄
さ
ん
に
対
し
て
は
、「
雲
の
上
の

存
在
で
す
。
直
接
指
導
を
受
け
ら

れ
る
の
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
。

当
時
は
名
前
を
呼
ば
れ
る
だ
け
で

う
れ
し
か
っ
た
」と
妻
鳥
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

強振！試合の様子
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仕
事
・
子
育
て
し
て
て
も
楽
器
が
吹
き
た
い

チ
ェ
リ
ー
　
ブ
ラ
ッ
サ
ム（
豊
岡
）

　

チ
ェ
リ
ー　

ブ
ラ
ッ
サ
ム
は
、

「
春
の
桜
の
よ
う
に
ほ
の
ぼ
の
と

音
楽
が
楽
し
め
ま
す
よ
う
に
」と

の
願
い
を
込
め
結
成
さ
れ
た
ブ
ラ

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
少
人
数
に
よ

る
吹
奏
楽
）で
す
。

　

豊
岡
実
業
高
等
学
校（
当
時
）の

卒
業
生
が
中
心
に
な
り
、
15
年
前

に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ

ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
現
在
は

7
人
の
女
性
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
8
時
か
ら

10
時
ま
で
、
主
に
、
新
田
地
区
公

民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習

の
成
果
を
、
カ
バ
ス
ト
マ
ル
シ
ェ

（
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
）や
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト（
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
）、

各
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
高
木
愛あ

郁い

さ
ん
は「
生

の
楽
器
の
音
色
を
届
け
て
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

特
に
、
子
ど
も
の
反
応
は
ダ
イ
レ

ク
ト
に
返
っ
て
き
ま
す
」と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。
以
前
、
あ
る
小
学

校
に
招
か
れ
た
際
に
は「
演
奏
後

に
小
学
生
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当

に
感
動
し
ま
し
た
」と
振
り
返
り

ま
す
。

　

子
ど
も
に
聴
い
て
も
ら
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や

ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
な
ど
の
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
を
よ
く
演
奏
し
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
仕
事
や
子
育
て

な
ど
で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も「
楽
器
を
吹

き
た
い
」と
の
熱
い
思
い
が
活
動

を
支
え
て
お
り
、
そ
れ
を
実
現
で

き
る
の
は
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
依
頼
・
入
団
希
望
は
チ
ェ

リ
ー　

ブ
ラ
ッ
サ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）ま
で
。

▲演奏を楽しむメンバー

　

1
月
26
日
、「
冬
の
あ
そ
び
場
」（
主
催
・
海
山
計

画
）が
豊
岡
稽
古
堂
3
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
や
雑
貨
な
ど
の
13
店
舗
が
出
店
し
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
に
は
手
作
り
品
も
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
や
こ

ク
ッ
キ
ン
グ
、
刺
し
ゅ
う
、
英
語
あ
そ
び
な
ど
、

親
子
参
加
の
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ

ー
を
回
り
、
軽
食
を
と
っ
た
り
、
く
つ
ろ
ぐ
な
ど
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

発
起
人
の
一
人
、
花
房
理
恵
さ
ん
は「
思
っ
て

い
た
以
上
に
多
く
の
方
が
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
で

す
」と
、
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
26
日
、
中
竹
野
ふ
る
さ
と
館（
竹
野
町
轟
）

で
、
恒
例
の「
ジ
ャ
ン
ボ
ま
き
寿
司
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

8
回
目
の
今
回
は
、
約
1
0
0
人
が
参
加
。
一

つ
の
巻
き
ず
し
と
し
て
、
し
っ
か
り
つ
な
が
る
よ

う
に
、
海
苔
の
継
ぎ
目
か
ら
ご
飯
を
置
い
た
り
、

す
し
が
は
じ
け
な
い
よ
う
に
、
具
を
手
前
3
セ
ン

チ
か
ら
置
く
な
ど
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、
み

ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
慎
重
に
巻
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
巻
き
ず
し
の
長
さ
は
、
な
ん
と
32
・

28
メ
ー
ト
ル
‼
計
測
後
、
参
加
者
は
切
り
分
け
た

巻
き
ず
し
と
、
温
か
い
豚
汁
を
ほ
お
ば
り
、
連
帯

感
と
達
成
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト「
冬
の
あ
そ
び
場
」

外
は
雨
、
け
れ
ど
、
中
は
ポ
カ
ポ
カ「

ジ
ャ
ン
ボ
ま
き
寿
司
大
会
」

長
い
巻
き
ず
し
で
、
長
い
お
付
き
合
い ▲落書きコーナーは、子どもたちに大人気

▲掛け声に合わせて一斉に巻きます

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています広報とよおか　2014.2.2511



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
59

　

〜
消
費
者
問
題
に
関
す
る
２
０
１
３
年
の
10
大
項
目
〜

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
2　
0

　
1　
3
年
の
10
大
項
目
を
発
表
し
ま

し
た
。

①
高
齢
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
6
年

連
続
で
増
加 

　

高
齢
者
の
相
談
が
6
年
連
続
で

増
加
し
、
昨
年
同
期
の
約
1
・
4

倍
で
し
た
。

②「
健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
」

　

が
激
増（
昨
年
同
期
の
約
10
倍
）

　

申
し
込
ん
だ
覚
え
の
な
い
健
康

食
品
が
、
代
金
引
換
配
達
で
送
付

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
最
近
は
、
現
金
書
留
封
筒
を

同
封
し
、
代
金
を
郵
送
さ
せ
る
手

口
も
見
ら
れ
ま
す
。

③
依
然
と
し
て
多
い
投
資
ト
ラ
ブ

ル

　

未
公
開
株
・
社
債
な
ど
の
投
資

ト
ラ
ブ
ル
が
依
然
と
し
て
多
く
、

特
に
高
齢
者
の
被
害
が
目
立
ち
ま

す
。
複
数
の
業
者
が
登
場
す
る
劇

場
型
勧
誘（
買
え
買
え
詐
欺
）の
手

口
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
商
品

に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

代
ま
で
の
各
年
代
、
女
性
で
は
40

代
ま
で
の
各
年
代
で
最
も
多
い
相

談
で
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」

の
相
談
も
増
加
し「
知
ら
な
い
間

に
子
ど
も
が
利
用
し
、
高
額
な
請

求
を
さ
れ
た
」と
い
っ
た
相
談
が

目
立
ち
ま
し
た
。

⑧「
偽
装
質
屋
」が
登
場 

　

担
保
価
値
の
な
い
物
品
を
質
に

と
り
、
違
法
な
高
金
利
で
貸
付
を

す
る「
偽
装
質
屋
」な
ど
の
新
た
な

手
口
が
登
場
し
ま
し
た
。
一
方
、

「
サ
ラ
金
・
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
」の
相

談
は
6
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。

⑨
進
む
消
費
者
関
連
法
の
整
備

　
「
食
品
表
示
法
」が
6
月
に
、「
財

産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た

め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」が
12
月
に
成
立
し

ま
し
た
。

⑩
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

が
示
さ
れ
る

　

消
費
者
担
当
大
臣
か
ら
、「
組

織
形
態
を『
中
期
目
標
管
理
法
人
』

と
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
」と

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

④
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
で
の
メ
ニ
ュ

　

ー
表
示
問
題
が
相
次
ぐ

　

ホ
テ
ル
や
百
貨
店
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
と
異

な
る
食
材
を
使
用
し
て
い
た
こ
と

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し

た
。

⑤
薬
用
化
粧
品
に
よ
る
白は

く

斑は
ん

ト
ラ

　

ブ
ル
が
発
生

　

薬
用
化
粧
品
で
、
白
斑
様
症
状

を
発
症
し
た
と
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

⑥
ト
ラ
ブ
ル
の
国
際
化（
海
外
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
急
増
）

　

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

を
利
用
し
た
と
こ
ろ「
代
金
を
払

っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
」「
注

文
と
違
う
商
品
が
届
い
た
」と
い

っ
た
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

⑦
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
関
連
の
相
談
が

　

上
位
を
占
め
る

　
「
ア
ダ
ル
ト
」「
出
会
い
系
」な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
関
連
の

相
談
が
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
ア
ダ
ル

ト
情
報
サ
イ
ト

は
、
男
性
は
70

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　
「
2
0
3
0
年
、
化
石
燃
料
が

不
足
し
、
現
在
の
よ
う
に
便
利
な

生
活
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
中

で
、
我
慢
し
て
毎
日
を
送
る
の
で

は
な
く
、
資
源
の
無
い
中
で
、
自

然
の
技
術
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
暮
ら
す
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」。

　

こ
れ
は
、
東
北
大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
教
授　

石
田
秀
輝

さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

　

本
年
度
、
市
は
、
東
北
大
学
大

学
院
と
一
緒
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
の
若

手
職
員
と
環
境
経
済
認
定
事
業
者

が
、「
自
然
に
抱
か
れ
て
生
き
る
豊

岡
の
新
し
い
暮
ら
し
方
」の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し

ま
し
た
。

　

1
月
16
日
、
本
庁
舎
で
、「
豊
岡

ら
し
さ
」に
根
ざ
し
た
事
例
①
豊

岡
の
食
材
で
つ
ど
う
暮
ら
し
②
生

命
の
循
環
を
感

じ
る
暮
ら
し
③

と
よ
お
か
マ
イ

ス
ト
ー
リ
ー
バ

ッ
グ
│
を
考
え
、

内
容
を
報
告
し

ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
?

　

2
0
3
0
年
の
環
境
制
約
の
中

で
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
生
活
を
描

く
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、『
2
0
3
0
年
、
各
家

庭
で
は
、
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
が
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、

部
屋
に
は
、
そ
の
電
力
を
貯
め
る

ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
た
く
さ
ん
使
い
、
家
の
蓄
電
池

で
は
、
電
力
が
足
り
な
い
な
と
考

え
て
い
た
ら
、
お
隣
さ
ん
が
、
今

日
は
電
力
が
余
り
そ
う
と
言
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
昔

お
隣
さ
ん
に
醤し

ょ
う

油ゆ

を
借
り
に
行
っ

た
よ
う
に
、
蓄
電
池
を
借
り
に
行

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
つ
い
つ
い
井

戸
端
会
議
が
始

ま
り
ま
す
』。

　

電
気
が
今
ほ

ど
自
由
に
使
え

な
く
て
も
、
こ

ん
な
電
気
を
貸

し
借
り
す
る
暮

ら
し
っ
て
、新
し

く
て
、
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
?

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課

　

☎
23

4
4
8
0

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

事
業
報
告
会
を
開
催
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歩あ
る

キ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
誕
生
！

〜
歩
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
〜

　

昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

歩
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
市

が
設
定
し
た
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
12

カ
所
、
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）で
、

12
月
に
第
1
号
と
な
る
達
成
者
が
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
健
康
増
進
課
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

達
成
し
た
村
尾
次
郎
さ
ん
、
明

美
さ
ん（
出
石
町
川
原
）は
、
普
段

か
ら
歩
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

来
庁
し
た
日
も
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
ス
を
利

用
し
て
健
康
増
進
課
ま
で
来
ま
し

た
。

　

達
成
し
た
感
想
を
聞
く
と
、「
や

っ
ぱ
り
達
成
し
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
!
歩
い
て
い
る
と
気
持
ち
い

い
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
2
周
目
も
挑
戦

す
る
そ
う
で
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
や
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

の
付
与（
全
コ
ー
ス
踏
破
し
た
場

合
）、
歩
キ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
の

認
定
な
ど
、
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
!

問
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

  

☎
24

1
1
2
7

「
平
成
26
年
度
版
豊
岡
う
ん

ど
う
習
慣
応
援
マ
ッ
プ
」の

 

掲
載
情
報
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
運
動
習
慣
づ

く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
地
域
で

運
動
を
継
続
し
て
行
え
る
教
室
や

施
設
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た

「
平
成
26
年
度
版
豊
岡
う
ん
ど
う

習
慣
応
援
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま

す
。

　

運
動
教
室
や
施
設
な
ど
の
情
報

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

・
市
内
で
、
定
期
的（
1
〜
2
週

　

間
に
1
回
以
上
）に
運
動
な
ど

　

を
開
催
し
て
い
る
教
室
、
サ
ー

　

ク
ル

・
運
動
が
で
き
る
市
内
の
施
設

※
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
、

　

大
人
向
け
の
教
室
や
サ
ー
ク
ル

　

で
あ
る
こ
と

※
平
成
26
年
度
に
実
施
予
定
で
あ

　

る
こ
と

※
教
室
な
ど
の
主
催
者
が
マ
ッ
プ

　

へ
の
掲
載
を
希
望
し
て
い
る
こ

　

と
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法

・
市
内
の
体
育
館
や
地
区
公
民
館

　

な
ど
で
掲
示

・
市
の
運
動
教
室
卒
業
生
に
情
報

　

提
供

・
そ
の
他
、
市
の
事
業
な
ど
で
希

　

望
者
に
情
報
提
供

申
方
電
話
で
申
込
み
の
後
、
健
康

　

増
進
課
か
ら
記
入
用
紙
を
送
付

申
期
3
月
14
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

　
☎
24

1
1
2
7
Ｆ
24

9
6
0
5

と
よ
お
か
市
民
学
芸
員
養
成

講
座

－

豊
岡
市
の
文
化
財
を

活
か
し
、
博
物
館
活
動
に

 

参
加
し
よ
う

－

　

市
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
学
び
、

修
了
し
た
方
を「
と
よ
お
か
市
民

学
芸
員
」と

し
て
認
定
し

ま
す（
市
独

自
の
制
度
）。
認
定
後
は
、
但
馬

国
府
・
国
分
寺
館
の
運
営
に
自
主

的
に
関
わ
っ
た
り
、
地
域
の
歴
史

遺
産
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
4
月
〜
平
成
27
年
3
月
の
毎
月

　

1
〜
2
回

所
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館（
日
高

　

町
祢に

ょ
う布

）

対
市
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
が
あ

　

り
、
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
の

　

活
動
や
市
の
文
化
財
調
査
な
ど

　

に
協
力
で
き
る
方

講
座
内
容
「
博
物
館
の
機
能
と
目

的
」「
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」「
展
示
活
動
と
資
料

の
取
り
扱
い
」「
発
掘
調
査
体

験
」「
豊
岡
市
の
城
郭
」「
豊
岡
市

の
近
代
化
遺
産
」な
ど

認
定
基
準
養
成
講
座
に
8
割
以
上

出
席
す
る
と
と
も
に
、
但
馬
国

府
・
国
分
寺
館
が
主
催
す
る
事

業（
企
画
展
・
講
演
会
な
ど
）に
、

3
回
以
上
参
加
し
、
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
す
る

講
師
近
大
姫
路
大
学
講
師　

松
下

　

正
和
さ
ん
、
山
名
氏
城
跡
保
存

　

会
会
長　

西
尾
孝
昌
さ
ん
、
但

　

馬
国
府
・
国
分
寺
館
職
員
な
ど

料
2
千
円

定
10
人

申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
3
月
25
日（
火
）

申
問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　
☎
42

6
1
1
1
Ｆ
42

6
1
1
2

叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章

▽
村
田
和
夫（
野
上
）

バ
ン
デ
ィ
ー
世
界
選
手
権
２
０
１
４ 

 

４
位

（
1
月
27
日
〜
2
月
1
日
、
ロ
シ

ア　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
）

▽
小
崎
智と

も

輝あ
き（

近
畿
大
学
4
年
、野

上
）

第
17
回
全
日
女
子
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

 

選
手
権
大
会
出
場

（
1
月
3
〜
7
日
、
大
阪
府
堺
市
）

▽
岡
本
夏か

歩ほ（
港
中
3
年
）

▽
神か

み

谷や

育な
る

実み（
日
高
東
中
3
年
）

　

岡
本
さ
ん
と
神
谷
さ
ん
は
、

「
F
C 

V
I
C
T
O
R
I
E
S
」

所
属
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文

 

県
コ
ン
ク
ー
ル

■
小
学
校
中
学
年
の
部　

県
知
事
賞

▽
岡
本
紘こ

う

輝き（
竹
野
小
3
年
）

▽
高
田
結ゆ

生う（
日
高
小
3
年
）

■
中
学
校
の
部　

県
知
事
賞

▽
赤
松
歩
実（
豊
岡
北
中
3
年
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広報とよおか　2014.2.2513
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で
す
。

̶

バ
イ
オ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
原
料

と
し
た
フ
ィ
ル
ム
で
の
製
品
開

発
の
き
っ
か
け
は
？

　

こ
の
製
品
の
発
売
は
、
平
成
23

年
の
終
わ
り
頃
で
す
。
背
景
に
は
、

社
会
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
。
当
社
の
顧
客
か
ら
環

境
に
配
慮
し
た
製
品
の
要
請
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
え
て
開
発
し
ま
し

た
。

̶

製
品
の
特
徴
は
？

　

通
常
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
石

油
だ
け
で
作
り
ま
す
。

　

一
方
、
バ
イ
オ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
や

廃
糖
蜜
か
ら
精
製
し
ま
す
。
そ
の

後
、
袋
を
製
造
す
る
段
階
で
、
石

油
由
来
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
混
ぜ

て
製
品
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

当
社
以
外
で
製
造
さ
れ
て
い
る

バ
イ
オ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
植
物
由

来
成
分
の
配
合
率
は
、
30
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
で
す
。
し
か
し
、
当
社

の
製
品
は
、
最
大
59
パ
ー
セ
ン
ト

̶

会
社
の
概
要
は
？

　

当
社
は
、
医
薬
品
・
食
品
・
工

業
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
包
装
資

材
の
製
造
・
印
刷
な
ど
を
行
う
メ

ー
カ
ー
で
す
。

　

本
社
は
、
大
阪
府
柏
原
市
に
あ

り
、
従
業
員
数
は
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
約
1
4
0
0
人
で
す
。

　

平
成
3
年
、
合
併
前
の
出
石

町
の
協
力
で
、
現
在
地（
出
石
町

鳥
居
）に
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

現
在
は
約
2
5
0
人
の
従
業
員
が

働
い
て
お
り
、
当
社
最
大
の
工
場

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
メ
イ
ワ
パ
ッ
ク
ス（
出
石
町
鳥
居
）

̶

バ
イ
オ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
原
料
と
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
製
造

̶

企業紹介

ま
で
配
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

製
品
の
値
段
は
若
干
高
め
で
す

が
、
環
境
意
識
の
高
い
大
手
健
康

食
品
や
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
な
ど
の
メ

ー
カ
ー
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

̶

環
境
へ
の
効
果
は
？

　

燃
や
し
て
処
分
す
る
と
き
の
二

酸
化
炭
素
の
増
加
を
抑
え
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

　

石
油
で
作
っ
た
も
の
を
燃
や
す

と
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
増

え
ま
す
。

　

一
方
、
植
物
で
作
っ
た
も
の
を

燃
や
し
て
も
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
の
総
量
は
増
え
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
燃
や
す
と
き
に
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
は
、
植
物
が
成
長

す
る
と
き
に
大
気
中
か
ら
吸
収
し

た
も
の
な
の
で
、
差
引
ゼ
ロ
に
な

る
か
ら
で
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
発

売
か
ら
着
実
に
売
上
を
伸
ば
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
環
境
意
識
の
高
い

顧
客
に
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
52

3
4
5
1

　

http://tech-navi.city.

　

toyooka.lg.jp/com
pany/

　

m
px-group

○40

　

後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
企
業

と
、
決
ま
っ
て
い
な
い
企
業
と
で

は
、
事
業
承
継
準
備
の
取
組
状
況

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
企
業

の
う
ち
、
事
業
承
継
の
準
備
を
し

て
い
る
企
業
は
約
7
割
に
の
ぼ
り

ま
す
。
一
方
、
後
継
者
が
決
ま
っ

て
い
な
い
企
業
の
う
ち
、
事
業
承

継
の
準
備
を
し
て
い
る
企
業
は
1

割
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
後
継

者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
企
業
は
、

事
業
承
継
の
取
組
み
が
遅
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

事
業
承
継
を
進
め
る
に
は
、「
後

継
者
の
選
定
」と
と
も
に
、「
後
継

者
の
養
成
」に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
経
営
者
は
後
継
者
の

選
定
・
養
成
に
つ
い
て
、
誰
と
相

談
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

　

相
談
先
の
上
位
三
つ
は
、
後
継

者
の
選
定
で
は
①
税
理
士
・
公
認

会
計
士
②
親
族
③
親
族
以
外
の
役

員
・
従
業
員

̶

で
す
。
後
継
者
の

養
成
で
は
①
税
理
士
・
公
認
会
計

士
②
他
社
の
経
営
者
③
親
族

̶

と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

円
滑
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
に
は
、

経
営
者
自
身
が
事
業
承
継
の
知
識

を
備
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
内

外
の
関
係
者
や
専
門
家
と
相
談
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

誰
に
も
相
談
せ
ず
、
準
備
不
足

の
ま
ま
、
事
業
承
継
を
迎
え
れ
ば
、

後
継
者
は
多
難
な
事
業
運
営
を
迫

ら
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
る
と
、
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」は
、
事
業
承
継
の
相

談
業
務
、
専
門
家
あ
っ
せ
ん
の
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
参
考
文
献
》

（
株
）野
村
総
合
研
究
所「
中
小

企
業
白
書
2
0
1
3
」の
中
小

企
業
の
事
業
承
継
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
2
0
1
2
）

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑪

　
　
後
継
者
選
定
・
養
成
の
相
談
に
つ
い
て

▲バイオポリエチレンを使った製品
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〜
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
　
実
践
事
業
〜

　
と
よ
お
か
一
斉
　
生
き
も
の
調
査

　
　「
カ
エ
ル
の
卵
を
探
そ
う
！
」

■
基
本
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す（
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
助

成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▽
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
市
民

・
40
歳
以
上（
平
成
27
年
3
月
31

日
現
在
）

・
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
・
日

程
で
受
診
可
能

・
職
場
な
ど
で
人
間
ド
ッ
ク
助
成

制
度
が
な
い

・
平
成
26
年
度「
す
こ
や
か
市
民

健
診（
基
本
健
診
）」・「
個
別
健
診

（
特
定
健
診
）」を
受
診
し
な
い

▽
助
成
対
象
病
院　

豊
岡
病
院
、

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、
出
石
医

療
セ
ン
タ
ー

▽
受
診
期
間　

4
月
下
旬
〜
平
成

27
年
3
月

▽
申
込
方
法　

健
康
増
進
課（
保

健
セ
ン
タ
ー
）、
市
民
課
国
保
医

療
係
、
各
支
所
市
民
福
祉
係
に

あ
る「
助
成
申
込
書（
は
が
き
）」

に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
▽
申
込
期
限　
3
月
14
日（
金
）必
着

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
受
診
日
程
は
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す（
希
望
ど
お
り
の
日
程
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
保
健
医
療
政
策
係（
〒
6
6
8

0
0
4
6　
立
野
町
12

12
）

　

☎
24

1
1
2
7

〈助成内容〉
医療機関 種別 定員 基本料金 加入している保険の種類 市助成額 自己負担額

豊岡病院 日帰り 130人 41,650円 国保・後期高齢者 18,000円 23,650円
その他保険 10,000円 31,650円

日高医療
センター

日帰り 250人 37,800円 国保・後期高齢者 18,000円 19,800円
その他保険 10,000円 27,800円

１日 110人 46,440円 国保・後期高齢者 22,000円 24,440円
その他保険 12,000円 34,440円

１泊２日 80人 63,720円 国保・後期高齢者 30,000円 33,720円
その他保険 15,000円 48,720円

出石医療
センター 日帰り 50人 43,200円 国保・後期高齢者 18,000円 25,200円

その他保険 10,000円 33,200円
※各病院のオプション検査の種類・料金は、「人間ドック受診のしおり」をご覧ください。

公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
病
院（
豊
岡・日
高・出
石
）で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
希
望
者
募
集

平成26年度

　

間
も
な
く
春
。
冬
眠
し
て
い
た

カ
エ
ル
た
ち
が
目
を
覚
ま
し
、
卵

を
産
む
季
節
が
訪
れ
ま
す
。

　

最
初
に
目
を
覚
ま
す
の
は
、「
ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
」や「
ヤ
マ
ア
カ

ガ
エ
ル
」。ほ
か
の
カ
エ
ル
が
眠
っ

て
い
る
2
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬

の
ま
だ
寒
い
時
期
に
、
山
に
近
い

田
ん
ぼ
な
ど
で
産
卵
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
調
査
で

も
、
里
山
の
水
辺
を
中
心
に
、
各

地
で
カ
エ
ル
の
卵
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
調
査
範
囲
を

広
げ
、
豊
岡
市
全
体
で
一
斉
調
査

を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

卵ら
ん

塊か
い（

卵
の
塊
）を
確
認
す
る
だ

け
の
簡
単
な
調
査
で
す
。
み
ん
な

で
一
緒
に
、小
さ
な〝
命
の
息
吹
〞

を
見
付
け
ま
せ
ん
か
！

▽
調
査
日　

3
月
9
日（
日
）午
前

9
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

（
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

み
ん
な
で
一
緒
に

調
べ
よ
う
！

身
近
な
場
所
を

調
べ
て
み
よ
う
！

内
、
祥
雲
寺
）

▽
内
容　

ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
の
特

徴
を
学
ん
で
か
ら
、
付
近
の
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

車
で
の
移
動
が
可
能
な
方
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
が
主

催
す
る
市
内
各
所
の
調
査
に
加

わ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

▽
申
込
み　

3
月
7
日（
金
）ま
で

に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
に
電

話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
日　

3
月
5
日（
水
）〜
11

日（
火
）の
期
間
内

▽
場
所　

身
近
な
水
田
や
ビ
オ

ト
ー
プ
な
ど

※
子
ど
も
た
ち
が
調
査
す
る
場
合

は
、
保
護
者
が
同
行
し
、
事
故

の
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
他
人
の
管
理
地
に
入
る
場
合
は
、

必
ず
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
を
探

し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
報
告

※
探
し
方
や
記
入
方
法
な
ど
の
詳

細
を
調
査
票
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

▽
そ
の
他　

調
査
票
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す（
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
か
ら
送
付
も
可
）。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21

9
0
1
7

　アカガエルの
卵塊は、まるで
ゼリーのよう。
　小さなオタマ
ジャクシの形が
見えることも。
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　
　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

催
　
し

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
元げ

ん

き

ん

ぐ

気
i
n
g
体
験
会

○
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
交
流
広
場

日
3
月
10
日（
月
）午
前
9
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

対
妊
娠
中
の
方

内・
栄
養
士
、保
健
師
、保
育
士
、助

産
師
に
よ
る「
な
ん
で
も
相
談
」

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス

・
保
健
師
の
知
っ
て
得
す
る「
ち

ょ
っ
と
い
い
話
」

・
妊
娠
中
の
マ
マ
、
先
輩
マ
マ
と

交
流
す
る「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
カ

フ
ェ
」

他
会
場
内
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
24

4
6
0
4
ま
た
は
こ
ど

も
育
成
課
☎
29

0
0
5
3

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
な
か
よ
し
広
場

日
3
月
27
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
日
高

町
祢に

ょ
う布

）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
歯
科
衛
生
士
ミ
ニ
講
話「
歯
の

健
康
と
お
手
入
れ
に
つ
い
て
」、

歯
科
相
談

問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
☎
42

4
6
1
0

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
図
書
館
分
館

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

対
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

内
保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
、
寄

贈
本
な
ど
、
図

書
館
で
不
要
と

な
っ
た
本
の
リ

サ
イ
ク
ル

他
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
参

■
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
3
月
26
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
支
所

　
3
階

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
お
ひ
な
さ
ま
制
作
、
歌
、
読
み

聞
か
せ
な
ど

定
30
人

申
期
3
月
24
日（
月
）

申
問
図
書
館
日
高
分
館

　
☎
21

9
0
6
0

若
年
性
認
知
症
家
族
介
護
者
の

つ
ど
い

日
3
月
14
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

日時 場所 対象 内容
３月20日（木）
午前10時30分
 ～11時30分

子育て総合セ
ンター　子育
て学習室

０歳の乳児
と保護者 元気ingの活

動を親子で体
験する（親子
のふれあい遊
び、リズム体
操、おはなし、
お母さん同士
の交流など）

３月24日（月）
午前10時30分
 ～11時30分

２・３歳の
幼児と保護
者

３月27日（木）
午前10時30分
 ～11時30分

１歳の幼児
と保護者

日時 場所 １人の持ち
帰り冊数 問合せ

３月９日（日）
午前10時～

城崎支所２階　
大会議室 10冊まで

図書館城崎
分館
☎21-9072

３月14日（金）
 ～17日（月）
午前10時～

図書館竹野分館
（竹野町竹野・竹
野支所３階）

５冊まで
図書館竹野
分館
☎21-9078

３月８日（土）
 ～16日（日）
午前10時～

但東市民センタ
ー１階ロビー（但
東町出合）

本：10冊まで
雑誌：５冊まで

図書館但東
分館
☎21-9036
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　
　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

設（
立
野
町
）

対
若
年
性
認
知
症
の
方
を
介
護
す

る
家
族

内・
講
話「
若
年
性
認
知
症
の
介
護

を
家
族
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め

に
」（
講
師
…
ひ
ょ

う
ご
若
年
性
認
知

症
生
活
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー

　
清
水

美
代
子
さ
ん
）

・
意
見
交
換
、
座
談

会
申
方
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
期
3
月
7
日（
金
）午
後
5
時

申
問
高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
24

2
4
0
9

　
Ｆ
24

9
0
8
8

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

 

導
入
に
伴
う
説
明
会

日
3
月
7
日（
金
）午
後
7
時
30
分

〜
所
総
合
体
育
館

　
会
議
室（
大
磯

町
）

内
4
月
か
ら
市
民
体
育
館
、
総
合

体
育
館
、
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
、
指

定
管
理
者（
豊
岡
市
体
育
協
会
）

が
行
う
こ
と
に
関
す
る
説
明
会

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
21

9
0
2
3

2
0
1
4
年
N
H
K
大
河

 

ド
ラ
マ
特
別
展「
軍
師
官
兵
衛
」

日
3
月
21
日（
金
）〜
5
月
6
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
月
曜
日
休
館（
4
月
28
日
、
5

月
5
日
は
開
館
）

所
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館（
姫
路

市
）

内
戦
国
時
代
末
期

の
稀き

代だ
い

の
軍

師
・
黒
田
官
兵

衛
ゆ
か
り
の
資
料
、
同
時
代
の

歴
史
資
料
な
ど
を
展
示

問
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

　
☎
0
7
9

2
8
8

9
0
1
1

「
夢
但
馬
２
０
１
４
」開
会
式・

 

記
念
演
奏
会

日
4
月
26
日（
土
）午
後
2
時
〜
4

時
所
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

（
朝
来
市
）

内
指
揮
者

　
佐
渡

　
裕ゆ

た
か

さ
ん
の
演

奏
会

演
目
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
2
番
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
交
響
曲
第
6
番

定
3
0
0
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
方
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番

号
、
住
所
、
参
加
希
望
人
数
、

電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル

他・
申
込
者
に
整
理
券
を
4
月
上
旬

に
郵
送

・「
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り
」を
同

時
開
催

・
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
申
期
3
月
25
日（
火
）必
着

申
問
夢
但
馬
2
0
1
4
推
進
協

議
会
事
務
局（
〒
6
6
8

0 

0
2
5

　
幸
町
7

11
）

　
☎
26

3
6
7
5

　
メyum

etajim
a2014@

pref.
 hyogo.lg.jp

　
ホhttp://w

w
w

.tajim
a.

 
or.jp/yum

etajim
a/

第
4
回
ひ
だ
か
市
民
吹
奏
楽
の

 

つ
ど
い
〜
春
風
の
お
く
り
も
の
〜

日
3
月
23
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
日
高
文
化
体
育
館

　
大
ホ
ー
ル

（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

内・
第
1
部
…
日
高
東
中
学
校
、
日

高
西
中
学
校
に
よ
る
合
同
演
奏

・
第
2
部
…
日
高
高
等
学
校
、
但

馬
農
業
高
等
学
校
に
よ
る
合
同

演
奏

・
第
3
部
…
日
高
町
吹
奏
楽
団
に

よ
る
演
奏

・
第
4
部
…
ゲ
ス
ト
演
奏（
ピ
ア

ノ
演
奏
者
：
大
阪
音
楽
大
学
教

授
　
芹
澤
佳け

い

司じ

さ
ん
）

・
第
5
部
…
日
高
町
吹
奏
楽
団
、

高
等
学
校
、
中
学
校
に
よ
る
合

同
演
奏

他
事
前
に
西
宮
市
吹
奏
楽
団
音
楽

監
督
の
北
野

　
徹
さ
ん
に
よ
る

指
導
あ
り

問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日

高
☎
42

2
5
0
5

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ

ま
ち
づ
く
り
但
馬
大
会

日
3
月
22
日（
土
）午
後
1
時
〜
3

時
30
分

所
県
立
但
馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
表
彰
式

○
修
了
式

○
講
演

・
演
題
：「
子
育
て
に
地
域
の
大

人
を
巻
き
込
ん
で
」

・
内
容
：
親
力
の
向
上
と
地
域
住

民
参
加
の
子
育
て
支
援
に
つい
て

・
講
師
：
教
育
評
論
家

　
親お

や

野の

智ち

可か

等ら

さ
ん

問
但
馬
青
少
年
本
部

　
☎
26

3
6
4
8
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全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

日
3
月
7
日（
金
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
奈
佐
地
区
公
民
館（
吉
井
）

内
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
、
お

は
な
し
会

問
奈
佐
小
学
校
☎
22

2
5
2
3

豊
岡
稽け

い

古こ

堂
等
利
活
用
促
進

 

イ
ベ
ン
ト「
手
編
み
作
品
展
」

日
3
月
16
日（
日
）・
17
日（
月
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階　

市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
交
流
室
1

4（
中

央
町
）

内①
展
示
・
即
売（
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
）

②
小
物
作
り
体
験（
午
前
11
時
〜
、

午
後
1
時
〜
）

※
材
料
、
道
具
は
編
物
サ
ー
ク
ル

で
用
意

料
②
は
2
0
0
円

問
編
物
サ
ー
ク
ル「
モ
チ
ー
フ
」代

表　

佐
伯
清
美
さ
ん

　

☎
22

3
9
2
7

募
　
集

地
蔵
湯
２
階
借
受
者
募
集

対
地
蔵
湯
2
階
で
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
業
務
が
で
き
る
方　

所
城
崎
町
湯
島
7
9
6

家
賃
月
額
約
6
万
9
千
円（
貸
付

面
積
：
約
60
平
方
メ
ー
ト
ル
）

契
約
期
間
4
月
1
日
〜
2
年
間

申
方
城
崎
温
泉
課
に
あ
る
応
募
用

紙
に
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を

添
え
て
持
参

申
期
3
月
3
日（
月
）〜
20
日（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

申
問
城
崎
町
湯
島
財
産
区（
城
崎

温
泉
課
）☎
32

0
1
1
7

「
見
て
ぇ
な
ダ
ン
ス

 

2
0
1
4
」出
場
者
募
集

日
6
月
28
日（
土
）午
後
2
時
〜

（
2
時
間
程
度
）

※
午
前
に
ゲ
ネ
プ
ロ（
全
体
リ
ハ

ー
サ
ル
）を
実
施

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

募
集
内
容
次
の
全
て
を
満
た
す
個

人
ま
た
は
団
体

・
但
馬
地
域
を
中
心
に
活
動
し
、

ジ
ャ
ズ
、
ス
ト
リ
ー
ト
、
フ
ラ
、

コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
な
ど

の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
し
た
い

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
参
加
で
き

る（
子
ど
も
、
遠
方
の
場
合
を

除
く
）

・
代
表
者
会
議（
1
〜
2
回
程
度
）

に
出
席
で
き
る

※
よ
さ
こ
い
、
日
舞
な
ど
の
和
物

の
団
体
は
出
場
不
可

持
ち
時
間
1
団
体
10
分
以
内

※
参
加
団
体
数
に
よ
り
時
間
を
変

更
す
る
場
合
あ
り

料
1
人（
団
体
）千
円

申
方
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
に
あ
る

申
込
用
紙（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル

申
期
3
月
31
日（
月
）必
着

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
〒
6　
6

　
8
0
0
3
1　
大
手
町
4
5
）

　
☎
24
3
0
0
0
Ｆ
24
3
0
0
4

　
メinfo@

platz-npo.com

　
ホhttp://w

w
w
.platz-npo.

 
com

/

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ー
と
ピ
ー「
第
５
回
イ
ベ
ン
ト

　

春
ハ
ル
Lラ

ン

チ

u
n
c
h
」

 

参
加
者
募
集

日
3
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

※
受
付
：
男
性
は
午
前
9
時
30
分

〜
、
女
性
は
午
前
9
時
45
分
〜

所
Wウ

ル

フ

O
L
F　

Dダ

イ

ナ

ー

I
N
E
R（
正

法
寺
）

対
独
身
の
20
〜
40
歳

の
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方

内
楽
し
く
話
し
な
が

ら
ラ
ン
チ
を
食
べ

て
交
流
を
深
め
る

料
男
性
3
5
0
0
円
、
女
性
1　
5

　
0　
0
円

定
男
女
各
20
人

持
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

で
き
る
も
の

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
、

生
年
月
日
を
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
連
絡

申
期
3
月
17
日（
月
）

他
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

申
問
豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
ー
と
ピ
ー（
豊
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
事
業
課
内
）

　

☎
43

1
3
3
3（
平
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
）

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

第
98
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 「
英
語
で
遊
ぼ
う
！
」参
加
者
募
集

日
3
月
10
日（
月
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時（
受
付
：
午
前
10
時
〜
）
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所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園　

2
階　

子
育
て
支
援
室（
下
陰
）

対
3
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

内
外
国
人
講
師
と
簡
単
な
英
語
に

触
れ
な
が
ら
、
歌
や
ゲ
ー
ム
遊

び
な
ど
を
楽
し
む

申
期
2
月
26
日（
水
）〜
3
月
7
日

（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29

3
9
0
0

休
日
急
病
診
療
所

医
療
事
務
員
募
集

対
昭
和
32
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
、
医
療
事
務
の
経
験
が
あ

る
方

※
他
の
医
療
機
関
と
の
兼
務
可

募
集
人
数
1
人

業
務
内
容
休
日
急
病
診
療
所
で
の

医
事
外
来
事
務
、
受
付
業
務
、

患
者
対
応
業
務
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
入
力
業
務
、
診
療
報
酬
明

細
書
・
カ
ル
テ
等
作
成
業
務

勤
務
日
等
日
曜
日
、
祝
日
、
1
月

1
〜
3
日
、
8
月
15
日
、
12
月

31
日

勤
務
時
間（
基
本
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分（
う
ち
1
時

間
休
憩
）

※
年
間
70
日
程
度
を
、
3
人
の
職

員
で
交
代
し
、
1
人
ず
つ
勤
務

報
酬
日
額
1
万
円

採
用
予
定
日
4
月
1
日

選
考
方
法
面
接
試
験

※
日
時
・
場
所
は
、
後
日
連
絡

申
方
健
康
増
進
課
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
3
月
7
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課　

　

☎
24

1
1
2
7

公
立
豊
岡
病
院
臨
時
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
調
理
師
2
人

対
調
理
師
免
許
取
得
者

採
用
予
定
日
4
月
1
日

報
酬
月
額
13
万
7
2
0
0
円

　

※
別
途
賞
与
支
給

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送

申
期
随
時

他
面
接
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
申

込
み
時
に
連
絡

申
問
公
立
豊
岡
病
院
管
理
課
職
員

係
☎
22

6
1
1
1

講
座・
教
室

木
の
子
の
教
室

日
4
月
6
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
：
午
前
9

時
〜
）※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森

本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

内
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
づ
く
り

料
千
円

定
30
人（
小
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
）

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

申
期
3
月
27
日（
木
）

他
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
調
理
。

食
材
は
竹
野
南
里

山
の
会
が
用
意

申
問
竹
野
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
7
3

但
馬
長
寿
の
郷
い
き
い
き
教
室

日
4
月
〜
平
成
27
年
3
月

所
但
馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）

教
室
内
容
陶
芸
、
手
作
り
パ
ン
、

粘
土
工
芸
、
絵
手
紙
、
木
工
、

歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
、
押
し
花
、
手

描
染
色

申
期
3
月
10
日（
月
）

他
各
教
室
の
定
員
、
参
加
費
な
ど

の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
但
馬
長
寿
の
郷
企
画
管
理
課

　

☎
0
7
9
6
6
2
8
4
5
6

募集種目 対象者 申込期限

一般幹部候補生

［大卒程度］
大卒者（見込み含む）で、22
歳以上26歳未満の方

４月25日（金）［院卒者］
修士課程修了者（見込み含
む）などで、20歳以上28歳未
満の方

幹部候補生
（歯科・薬剤科）

［歯科］
専門の大卒者（見込み含む）
で、20歳以上30歳未満の方

４月25日（金）
［薬剤科］
専門の大卒者（見込み含む）
で、20歳以上28歳未満の方

予備自衛官補
（一般） 18歳以上34歳未満の方 ４月２日（水）

予備自衛官補
（技能）

18歳以上で、国家免許資格
等を有する方（資格により
55歳未満の方可）

４月２日（水）

※定員、申込方法など、詳細は問い合わせ
申 問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978

自衛官募集
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市
内
企
業
・
技
術
者
向
け

「
第
10
回
豊
岡
市
も
の
づ
く
り

 

セ
ミ
ナ
ー
」

日
3
月
18
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

第
1

交
流
セ
ン
タ
ー（
大
磯
町
）

内
押
出
成
形
や
射
出
成
形
な
ど
に

よ
り
製
品
加
工
さ
れ
る
熱
可か

塑そ

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

強
度
・
安
定
性
・
耐
熱
性
向
上

な
ど
に
寄
与
す
る
改
質
材
の
効

果
な
ど
を
、
実
例

を
挙
げ
て
解
説
。

最
新
の
導
電
率
・

熱
伝
導
率
向
上
な

ど
の
技
術
も
紹
介

演
題
「
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
複
合
化
と
そ
の
物
性
」

講
師
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
准
教
授　

松
田  

聡
さ

ん
申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
3
月
14
日（
金
）

申
問
企
業
誘
致
課
も
の
づ
く
り
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
21

9
0
2
4

　
Ｆ
22

3
8
7
2

語
学
教
室

■
英
会
話
教
室

○
豊
岡
ク
ラ
ス

・
日
時
…
3
月
6
日
〜
4
月
24
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
30
分

〜（
全
8
回
）

・
場
所
…
豊
岡
地
区
公
民
館（
立

野
町
）

○
日
高
ク
ラ
ス

・
日
時
…
3
月
5
日
〜
4
月
24
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
30
分

〜（
全
8
回
）

・
場
所
…
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

■
中
国
語
教
室

○
初
心
者
ク
ラ
ス

・
日
時
…
3
月
3
日
〜
4
月
21
日

の
毎
週
月
曜
日
午
後
6
時
30
分

〜（
全
8
回
）

・
場
所
…
豊
岡
地
区

公
民
館

○
経
験
者
ク
ラ
ス

・
日
時
…
3
月
3
日

〜
4
月
21
日
の
毎

週
月
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜

（
全
8
回
）

・
場
所
…
豊
岡
地
区
公
民
館

共
通
事
項

料
各
4
千
円

定
各
15
人

申
問
豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

　

☎
24

5
9
3
1

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言・相
続

 

無
料
相
談
会

日
3
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
3
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時
※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

制
　
度

指
定
ご
み
袋
の
無
料
交
付
制
度

 

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
日

常
生
活
で
長
期
間
、
お
む
つ
等
を

使
用
し
て
い
る
な
ど
で
、
希
望
す

る
方
に
、
指
定
ご
み
袋
を
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

対

・
加
齢
・
疾
病
に
よ
る
身
体
の
機

能
の
低
下
、
身
体
・
知
的
ま
た

は
精
神
障
害
に
伴
い
、
日
常
生

活
で
長
期
間
、
お
む
つ
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
方

・
生
活
保
護
法
の
規
定
で
、
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

申
方
生
活
環
境
課
、
社
会
福
祉
課
、

高
年
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
係
に
あ
る
所
定
の
申

請
書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送

※
平
成
25
年
度
に
申
請
し
た
方
で
、

平
成
26
年
度
も
希
望
す
る
方
は

申
請
が
必
要

※
申
請
書
に
は
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
の
確
認
印
が
必
要

申
期
年
間
を
通
じ
て
随
時
申
請
で

き
ま
す
が
、
平
成
26
年
度
当
初

分
の
申
請
期
限
は
3
月
31
日

（
月
）必
着

指
定
ご
み
袋
の
交
付
4
月
下
旬
に

申
請
者
に
免
除
決
定
通
知
書
を

送
付
。
そ
れ
を
持
参
の
上
、
生

活
環
境
課
、
各
支
所
市
民
福
祉

係
で
受
領

申
問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
23

5
3
0
4
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

そ
の
他
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豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
会
議
室
の
増
設
〜

　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

4
月
か
ら
、新
た
に
2
階
に「
第
1

会
議
室
」を
設
け
、

3
階
の
大
集
会
室

を「
第
2
会
議
室
」

に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
団
体
な
ど
が
利
用

す
る
場
合
の
減
免
は
、
従
来
ど
お

り
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
料
な
ど
の
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
岡

地
区
セ
ン
タ
ー

　

☎
23

2
5
7
3
ま
た
は
市
社

会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
2

風
し
ん
の
予
防
接
種
は

済
み
ま
し
た
か

　

次
の
方
は
、
期
間
内
に
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

対
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

・
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
将
来
希
望

し
て
い
る
女
性

・
妊
婦
の
同
居
家
族

対
象
ワ
ク
チ
ン
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
、風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

対
象
接
種
期
間
平
成
25
年
6
月
1

日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
接
種

分
助
成
額
上
限
5
千
円

申
請
方
法
医
療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
後
、
医
療
機
関
発
行
の

領
収
書
・
振
込
口
座
・
印
鑑（
妊

婦
の
同
居
家
族
は
母
子
手
帳
の

写
し
）を
添
え
て
、
申
請

申
請
期
限
3
月
31
日（
月
）消
印
有

効
申
請
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を

追
加
し
ま
し
た

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

に
、指
定
事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た
。

追
加
事
業
者

・
よ
っ
ち
ゃ
ん
介
護
タ
ク
シ
ー

（
竹
野
町
田
久
日
3
3
0

1
）

　
☎
20

3
3
1
2
Ｆ
47

0
5
3
1

※
車
い
す
の
方
の
乗
車
可
能（
事

前
申
込
み
が
必
要
）

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
、
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
、

「
定
年
の
廃
止
」や「
定
年
の
引
上

げ
」、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」の

い
ず
れ
か
の
措

置
を
講
じ
、
65

歳
ま
で
の
安
定

し
た
雇
用
を
確

保
す
る
こ
と
が
事
業
主
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
、
改
正
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
趣
旨
に
基
づ
い
た

就
業
規
則
に
変
更
し
て
い
な
い
場

合
は
、
早
急
に
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

☎
23

3
1
0
1

開
業
医
の
手
作
り「
健
康
情
報

 

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

☎
0
1
2
0
9
7
9
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会　
　
　
　

　

☎
0
7
8
3
9
3
1
8
0
3

月日 担当医師
　・住所

３月

９日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

23日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

３月のテーマ
曜日 内　　容
月 おねしょ（夜尿症）と子どもの自立

火 口内炎（アフタ）について

水 ヘリコバクター・ピロリ菌の話

木 アスベスト（石綿）による健康被害

金～日 クスリのリスク－市販薬を安全に－



～｢テーマ展示｣について～

桜の本
< 一 般 >

おもしろくてためになる桜の雑学辞典
井筒清次/著（日本実業出版社）

　桜にまつわる植物学、文学、歴史、
名所など、桜と深い関わりをもつ日本
文化を多面的に分析し、整理した桜の
入門書。桜の季節が待ち遠しくなる一
冊です。

< じ ど う >
桜
さくら

守
もり

のはなし
佐野　藤右衛門／作（講談社）

　｢桜は“守
も

り”をして継いでやらな絶
えてしまう木なんです｣と語る佐野さ
ん。傷ついた桜の手当てをし、桜の新
種を探すなど、桜守の仕事を子ども
向けに読みやすく紹介した写真絵本。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

3月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

3月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせてください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：おひなさまつくり）　幼 児

2 日
3 月
4 火（休館日）

5 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30～ 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

6 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

7 金

8 土

10：00～ 但東 リサイクルブックフェア（～16日）
10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：カタカタがんばり車）　児

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：春色モビール）　幼 児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢春を見つけにでかけよう!｣
（工作:お花の風車）　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

9 日 10：00～ 城崎 リサイクルブックフェア
10 月
11 火（休館日）
12 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13 木
14 金 10：00～ 竹野 リサイクルブックフェア（～17日）
15 土
16 日
17 月
18 火（休館日）

19 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

20 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

21 金（休館日）

22 土
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

23 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

24 月
25 火（休館日）

26 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児

27 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金
29 土
30 日
31 月（休館日）

　図書館では、毎月テーマを決め、それに関連した資料をコーナーに集めて展示・貸出しています。
　季節や社会の動きに合わせたテーマ、地域に関連するテーマなど、各館で工夫を凝らして展示していますので、ぜひ、利
用してください。
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3月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

日　時 ①６日（木）午前10時15分～、14日（金）・17日（月）午後１時30分～
②24日（月）午前10時15分～

場　所 ①しばっこ広場（アイティ7階）②総合体育館･芝生広場
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外遊び、子育て相談

日　時
①わらべうた遊び 13日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 20日（木）午前10時30分～
③ほっとたいむ 27日（木）午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①わらべうたやいろいろな遊び②紙芝居やいろいろな遊び③唱歌や童謡
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

日　時 ８日（土）、15日（土）、22日（土）、29日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

おでかけ広場（清滝）　清滝地区公民館

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

“本とあそぼう”｢全国訪問 おはなし隊｣がやってくる !!

なかよし広場

そとあそび広場　但東子育てセンター　外庭

ベビービクス

おやこっこ運動遊び

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び”

おたのしみ会

おたのしみ交流会

そとあそび広場　出石支所前芝生広場

パパと遊ぼうデー

日　時 19日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ふれあい遊び、おひなさま制作　など

日　時 19日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、子育て相談、計測
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 20日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 ８日（土）午前10時～11時05分
対　象 乳幼児（保護者同伴）および小学生
内　容 キャラバンカー見学、おはなし会（絵本読み聞かせ）

日　時 19日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、親子ふれあいあそび、相談、交流、計測
持ち物 母子手帳

日　時 26日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外庭で遊びましょう（すべり台、しゃぼん玉など）

日　時 26日（水）午後１時30分～２時30分 申込開始 13日（木）
対　象 ４カ月以上の赤ちゃんと保護者　先着20組
服　装 動きやすい服装 講　師 インストラクター　西村　淳さん
持ち物 抱っこひも（できるだけしっかり抱っこできるもの）、お茶

日　時 16日（日）午前10時～11時15分 申込開始 ６日（木）
対　象 １、２歳の幼児とお父さん　先着20組　※お母さんだけの参加もOK！
内　容 親子で楽しく運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 13日（木）午後１時30分～２時45分 申込開始 ３日（月）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
内　容 親子で楽しく運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 26日（水）午後１時30分～３時30分 申込期限 25日（火）
対　象 乳幼児（保護者同伴）および小学生　先着30人
内　容 絵本の読み聞かせ、うた、おひなさま制作　など

日　時 26日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 11日（火）
対　象 乳幼児･幼稚園児・小学１・２年生親子　先着50組
内　容 パネルシアター、ゲームで楽しもう（じゃんけん・ボーリング・ビンゴ）

日　時 27日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※悪天候時はセンターへどうぞ
内　容 ボール、手押し車、すべり台　など

日　時 22日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子遊び

そとあそび広場　悪天候時は中止

わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ＆ほっとたいむ

おはなし広場

日　時 28日（金）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（春休み兄弟姉妹みんなで来てください）

日　時 19日（水）午前10時～正午
対　象 １歳までの乳児と保護者、妊婦さん大歓迎
内　容 講師による「ベビーマッサージとお母さんのリラックス体操」

日　時 18日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせと折り紙遊び

日　時 ７日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、親子遊び、パネルシアター

日　時 19日（水）午後１時30分～３時30分
申込開始 ７日（金）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 反抗期を楽しもう！

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ２日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 お父さんと乳幼児（家族みんなで来てください）
内　容 親子運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

おでかけ広場　竹野地区公民館

なかよし広場

運動遊び

わいわいコーラス

絵本の読み聞かせ

おでかけ広場　城崎地区公民館（城崎支所３階）　多目的ホール

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

ひなまつりクッキング

にじっこ絵本

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 ４日（火）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いなりずしで、おひなさまの飾り付けをして、お祝いする
持ち物 米１合、エプロン、三角巾、マスク、お茶、箸 費　用 １家族　50円
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植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第７回特別展
　『山陰と山陽-南北文物の交流-』
　山陰と山陽によく見られる考古
資料を比較し、古代の南北交流の
歴史を紹介します。

　４月15日（火）まで開催
◇入館料　一般500円、65歳以上250円、身体障害者

250円、高校･大学生300円、小･中学生
200円（ココロンカード提示で無料）

・植村直己の足跡を写真付き年譜で解説、紹介
・植村直己に憧れ、｢チャレンジする人｣を紹介
・記録映像放映（46分）
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード提示で無料）

　２月27日（木）
　～５月６日（火）

《関連事業》
■記念講演会｢弥生時代の南北交流｣
　３月23日（日）　開演13：30
◇講師　前奈良文化財研究所副所長 深澤芳樹さん
◇会場　日高農村環境改善センター（日高町国分寺）

■学芸員講座１「播磨国風土記のなかの但馬」
　４月12日（土）　開演13：30

■学芸員講座２｢古代但馬にやってきた播磨の瓦職人」
　５月３日（土･祝）　開演13：30

・・・・・学芸員講座共通事項・・・・・
◇講師　当館学芸員　前岡孝彰
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150円

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

■第112回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■植村直己没後30年特別メモリアル企画展
　｢こんな日本人がいた
 ～いま、甦

よみがえ
る　植村直己～」

　冬期マッキンリー登頂後に消息を絶ち、30年が経
過。今もなお、世界中の方々から愛され続けている
植村直己を、改めて思い起こす。

■第63回企画展『型紙-技と芸術-』
　着物の柄や文様を染めるため
に使われる型紙の紹介。繊細な
図柄を彫った型紙は、その芸術
性から工芸品としても楽しまれ
ています。本展では、京の名工
の巧みな技と型染めの魅力に迫
ります。

　３月22日（土）　開演13：30　｢交流サロン｣
◇出演　男声合唱団　E

エル
l D

ド ラ ー ド
orado

　　　　ゲスト出演　B
ベ ッ ラ
ella R

ロ ー ゼ
ose

◇内容　アカペラ合唱
～いぶし銀の響き　怒濤のハーモニー～

〈曲目〉フィンランディア、アヴェ・マリア
（アルカデルト）　など

◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

　６月30日（月）まで開催
◇展示内容など
・極寒の雪洞内で発見された日記や装備品の写真
・学生時代に使用していた共有の登山用具
・北極圏犬ぞりを支えた犬たち

日本・モンゴル民族博物館 （但東町中山）
☎56－1000 FAX 56－1022（水曜日休館）

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

■プラザ　シネマ･シネマ
　『レ・ミゼラブル』（字幕版）
　世界中で愛される名作ミュージ
カルを待望の映画化。
　主演はトニー賞を受賞し、ミュ
ージカルスターとしても活躍する
ヒュー・ジャックマン。名曲の数々
と魂を震わせる歌声を大スクリー
ンで堪能してください。

　３月15日（土）　｢ほっとステージ｣
　　上映時間　10：00、14：00、19：00
◇入場料　一般800円、高校生以下500円
　　　　　（当日200円増）、ペア1,500円（前売のみ）
◇チケット　当館および生涯学習課、市立図書館本

館･但東分館、城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホールで購入可
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平成26年２月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

3月の主な行事
MARCH

平成26年

17（月）
18（火）運動遊び（10：30～11：30竹野子育てセンター）豊岡市ものづくりセミナー（13：30～ じばさん但馬）

植村直己冒険賞受賞者記者発表
（13：30～ 明治大学・府中小学校）

19（水）なかよし広場（９：30～ 子育て総合センター）なかよし広場
（10：00～12：00 竹野子育てセンター）

おでかけ広場（10：15～11：30 清滝地区公民館）
なかよし広場
（10：30～11：30 但東子育てセンター）

20（木）元気ing体験会（０歳児対象）（10：30～ 子育て総合センター）
21（金）春分の日

22（土）長沼センセイの出張授業！世界の不思議な生きものたち（10：00～12：00 豊岡市民プラザ）
パパと遊ぼうデー
（10：30～11：30 出石子育てセンター）

田中利奈と共に２台のピアノと声楽とフルート
のプレミアム演奏会（13：30～ 豊岡市役所）
サロンコンサート（13：30～ 豊岡市民プラザ）
出石桜まつり（出石城跡、～4月30日）

23（日）カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）第５回市民エコポイント抽選会
（10：30～15：00 豊岡稽古堂）

記念講演会｢弥生時代の南北交流｣
（13：30～ 日高農村環境改善センター）

24（月）元気ing体験会（２、３歳児対象）（10：30～ 子育て総合センター）
｢アートするリビング｣新作家具と日本画の
コラボ展（豊岡稽古堂、～４月３日）

25（火）
26（水）おたのしみ会わくわくランド（幼児・児童対象） （13：30～ 日高支所）
27（木）元気ing体験会（１歳児対象）（10：30～ 子育て総合センター）

なかよし広場（10：30～11：30 日高子育てセンター）
28（金）おでかけ広場（10：00～11：30 竹野地区公民館）
29（土）
30（日）
31（月）

ひ
と
り
ご
と

1（土）2014まるごとモンゴル雛まつり（９：30～17：00 日本・モンゴル民族博物館）
新作能｢田

た
道
じ
間
ま
守
もり
｣（14：00～ 豊岡市民プラザ）

春の火災予防運動（市内全域、～７日）
第７回特別展 ｢山陰と山陽－南北文物の交
流－｣（但馬国府・国分寺館、～５月６日）

2（日）パパと遊ぼうＤＡＹ！（10：30～11：30 日高子育てセンター）
～被災地復興祈念～普天間かおり｢奇跡の
ピアノ｣コンサート
（12：00～、16：30～ 豊岡市民プラザ）

3（月）
4（火）ひなまつりクッキング（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

5（水）
6（木）
7（金）おでかけ広場（10：30～11：30 城崎地区公民館）
8（土）本とあそぼう！全国訪問おはなし隊（10：00～11：05 但東市民センター、但東子育てセンター）

リサイクルブックフェア
（10：00～18：00 図書館但東分館、～16日）
歩いて暮らすまちづくりシンポジウム

（13：30～16：45豊岡市民プラザ）

9（日）リサイクルブックフェア（10：00～18：00 城崎支所）爺・婆（じい＆ばあ）のための｢育脳｣孫育て
“ユーモア脳”と“おしゃれ脳”のすすめ

（14：00～15：00 豊岡市民プラザ）

10（月）マタニティーママ交流広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）

11（火）
12（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
13（木）おでかけ広場（10：30～11：30 寺坂地区公民館）
14（金）リサイクルブックフェア（10：00～18：00 図書館竹野分館、～17日）

出石初午大祭（出石城跡周辺、～16日）

15（土）プラザ シネマ・シネマ『レ・ミゼラブル』（10：00～、14：00～、19：00～ 豊岡市民プラザ）

16（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）編み物展示＆編み物体験（豊岡稽古堂、～17日）

▼
カ
メ
ム
シ
が
多
か
っ
た
の
に
、豊
岡
の

冬
は
意
外
に
雪
が
少
な
く
、そ
の
分
日

本
列
島
全
体
で
帳
尻
合
わ
せ
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。ソ
チ
五
輪
の
ラ
イ
ブ

中
継
で
連
日
夜
更
か
し
。一
生
懸
命
な

選
手
の
姿
に
、改
め
て
頑
張
り
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
す
。 

Ⓘ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,603人（－87人） 41,531人（－44人） 45,072人（－43人） 32,665世帯（－22世帯）
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　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　新庁舎の完成に合わせ、合併までの各市町の歴史を振り返ってみましょう。

　《問合せ》城崎支所☎32-0001

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　

ボートのまち　
　円山川城崎漕艇場が、平成４年に日本ボート協
会公認のＢ級コースとなりました。豊かな水量、
緩やかな流れ、広い川幅、千メートル以上の直線は、
コースに最適と評価されました。
　平成16年には、コースの右岸側にボートセンター
を整備し、ボートコースとしての機能を充実しま
した。全日本社会人実
業団選手権や全国市町
村レガッタ、全国マス
ターズレガッタ、中学
校・高等学校の大会な
どの多くが開催されて
います。

年月 主な出来事
昭和31年10月 城崎大橋完成（東西地区が結ばれる）
昭和35年１月 但馬で唯一の町営ガス事業の供給開始
昭和36年10月 飯谷峠開通（城崎町飯谷と畑上を結ぶ）
昭和38年５月 城崎温泉ロープウェイ完成

昭和39年12月 ｢結
ゆう

和
わ
橋｣完成。吊橋から鋼製橋へ

昭和45年３月 町議会で暴力追放決議文を採択（暴
力団追放運動）

昭和47年４月 城崎町消防署新設。町単独では県内
で初めての常設消防署

昭和49年10月 城崎排水機場が完成

昭和58年12月 県立城崎大会議館完成（千人規模の
会議が可能）

昭和61年７月 県道竹野久美浜線（鋳
い
物
も
師
じ
戻
もどし

峠）開通

昭和61年11月 鴻の湯庭園風呂オープン（温泉ブー
ムで大人気）

平成元年７月 城崎小学校増改築工事完成
平成４年６月 円山川城崎漕艇場Ｂ級公認コース認定
平成８年２月 城崎中学校増改築工事完成
平成13年６月 町道二見森津線開通
平成15年12月 城崎町役場新庁舎（現支所）完成
平成16年４月 城崎ボートセンター竣工
平成17年２月 新城崎町50周年記念式典

旧城崎町

　周辺町村と幾多の協議を進めた結果、昭和30年
２月１日に城崎町と内川村が合併し、新「城崎町｣
が誕生しました。

外湯めぐりの温泉のまち
　城崎温泉では、｢外湯めぐり｣が人
気です。それぞれの伝説や由来から
名付けられた七つの外湯を、浴衣を
着て下駄を｢カランコロン｣と鳴らし
ながら巡る姿は、城崎温泉ならでは
の情緒です。

【表紙写真】　とよおか作業所「愛・とーぷ」で、施設利用者や豊岡こうのとりライオンズクラブ会員らが参加し、餅つき交流会が
開催されました。利用者が交代で餅をつき、きな粉餅やあん餅、よもぎ餅にして食べたあと、豆まきや獅子舞などで楽しみました。

文学のまち
　志賀直哉は、大正２年に、
療養のために約３週間城崎
温泉に滞在しました。その
間、３匹の小動物の死を通
して自分の生と死について
考え、｢城の崎にて｣を執筆し
ました。｢城の崎にて｣は、高等学校の国語の教科書
に掲載され、城崎の名を全国的なものとしました。
城崎文芸館の前には、日本で唯一の志賀直哉直筆
の文学碑が建てられています。温泉街には、島崎
藤村、有島武郎、柴野栗山、与謝野晶子、司馬遼
太郎など多くの文学碑があります。

▲志賀直哉直筆文学碑

電線地中化
　平成16年、城崎温泉の駅通りの電線が地中化さ
れました。城崎温泉街は、兵庫県の景観形成地区
に指定されています。「和｣の風情を醸
し出す木造２階建てや３階建ての旅
館、店舗などの連続した街並みが魅力
の一つです。電線の地中化で、電柱
や上空にあった電線がなくなり、街
並みや山の稜線の視界が開け、景観
と自然との調和が向上しました。

▲駅通り電線
地中化

林道来
くる

日
ひ

線完成
　今は自動車で気軽に来日山頂上まで登れます。
そのもとになったのが来日山の林道基盤の整備で
あり、林道来日線は昭和58年度に全線完成しまし
た（全長５.８キロメートル）。来日山は城崎地域で
は一番高い山で、山頂からは日本海（久美浜から竹
野海岸）、円山川、豊岡盆地が
眼下に展開します。ことに晩秋
には、足元一面を白一色に閉じ
込める、生き物のような雲海を
見ることができます。　 ▲来日山　雲海

▲一の湯

▲チームワークが大切なナック
ルフォア艇


